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ドキドキ、ワクワクの入学式♪

4月11日（月）、江北小学校で入学式が行わ
れました。
新入生たちは緊張した顔で体育館に入場して
きました。

（町の木）モチの木　（町の花）水仙

まちの人口
（平成28年3月31日現在）2016

May
Vol.276 5 人　口

　男　
　女　
世帯数

9,727人
4,608人
5,119人

3,340世帯

前年同月比
（平成27年3月31日現在）2016

May
Vol.276 5 9,700人

4,596人
5,104人
3,270世帯

子や孫に誇れる郷土　江北

広報こうほく



まちの話題 TOPIC NEWS
　
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
社
会
貢
献

等
の
活
動
に
尽
力
さ
れ
て
い
る

個
人
・団
体
等
に
対
し
感
謝
す

る
と
と
も
に
、そ
の
活
動
を
県
民

の
皆
様
に
お
知
ら
せ
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、「
佐
賀
県
ス

ポ
ー
ツ
功
労
賞
」の
授
賞
式
が
３

月
18
日（
金
）に
グ
ラ
ン
デ
は
が

く
れ
に
お
い
て
行
わ
れ
、江
北
少

年
剣
道
ク
ラ
ブ
が
功
労
団
体
賞

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
団
体
は
昭
和
59
年
に
設
立

さ
れ
、少
年
剣
道
を
通
し
た
町
内

の
子
ど
も
た
ち
の
体
力
向
上
・

人
格
形
成
を
図
る
と
と
も
に
、地

域
社
会
に
お
け
る
健
全
育
成
に

大
き
く
貢
献
し
続
け
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、町
内
の
少
年
剣

道
の
更
な
る
普
及
・発
展
の
た

め
の
活
動
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
３
月
23
日（
水
）、江
北
町
と
コ
ー

プ
佐
賀
生
活
協
同
組
合
が
高
齢
者

等
を
対
象
と
す
る
地
域
見
守
り
活

動
に
関
す
る
協
定
を
結
び
、調
印

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
コ
ー
プ
佐
賀
で
は
、食
品
な
ど
を

個
人
宅
へ
の
配
送
や
訪
問
販
売
を

行
っ
て
お
り
、江
北
町
に
は
利
用
者

が
５
０
０
名
ほ
ど
い
て
、担
当
者
２

名
が
配
達
業
務
を
お
こ
な
っ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
協
定
は
配
達
時
に
高
齢
者

の
安
否
確
認
の
他
、地
域
の
見
守

り
を
行
い
、異
変
を
発
見
し
た
時

は
役
場
や
警
察
、消
防
等
の
各
関

係
機
関
に
連
絡
を
行
う
も
の
で
す
。

　
町
民
の
皆
様
も
町
内
で
異
変
を

感
じ
ら
れ
た
場
合
は
、速
や
か
に

各
関
係
機
関
へ
の
連
絡
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

3/18 江北少年剣道クラブ　佐賀県スポーツ功労賞を受賞

3/23 江北町・コープ佐賀生協　地域見守り活動協定書調印式

サガン鳥栖の年間パスポートを寄付
都道府県対抗ジュニアバスケットボール大会結果

　
４
月
６
日（
水
）、株
式
会

社
　
西
村
商
会
代
表
取
締
役

西
村
浩
彰
氏
か
ら
、サ
ガ
ン

鳥
栖
の
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
年
間

パ
ス
ポ
ー
ト
を
寄
付
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
西
村
氏
に
は
、江
北
町
の

ス
ポ
ー
ツ
振
興
へ
の
多
大
な

貢
献
と
し
て
感
謝
状
を
贈
呈

し
ま
し
た
。

　
３
月
28
日
か
ら
関
東
地
区
で
開
催
さ

れ
た
都
道
府
県
対
抗
ジ
ュ
ニ
ア
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
大
会
に
江
北
中
学
校
の
生
徒

２
名
が
出
場
し
、４
月
８
日（
金
）に
結
果

報
告
に
訪
れ
ま
し
た
。

　
同
大
会
は
、各
都
道
府
県
の
中
学
校
よ

り
選
抜
さ
れ
た
12
名
が
代
表
と
し
て
試

合
を
し
、日
本一を
決
め
る
大
会
で
す
。

　
江
北
中
学
校
か
ら
は
立
石
龍
吾
君（
３

年
）、森
本
靖
大
君（
３
年
）が
佐
賀
県
代

表
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。

　
結
果
は
惜
し
く
も
予
選
リ
ー
グ
敗
退

で
し
た
が
、日
本
全
国
の
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル

の
選
手
と
対
戦

し
た
経
験
を
他

の
選
手
達
に
伝

え
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

カーブミラー清掃活動

江北少年剣道クラブの保護者会副会長の藤瀬芳親さん（写真右）

　3月24日（木）白石地区安全運
転管理者協議会によるカーブミ
ラー清掃が行われ、協議会に所
属する町内の８事業所から参加
がありました。
　町内約100ヶ所のカーブミ
ラー清掃をしていただきました。
　清掃を行うことによりドライ
バーからの視認性が向上し、交通
事故が減少することが期待でき
ます。
　新入学児童を守るためにも重
要な交通安全活動のひとつです。
　参加事業所のみなさん、町のた
めに清掃活動をしていただきあり
がとうございました。
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ご入園・ご入学  おめでとう♪
4月4日㈪ 26人が入園
永林寺保育園　入園式

4月11日㈪ 82人が入学
江北小学校　入学式

4月8日㈮ 81人が入学
江北中学校　入学式

4月12日㈫ 60人が入園
幼児教育センター　入園式

　
４
月
は
江
北
町
の
小
中
学
校
、
幼
児
教
育
セ

ン
タ
ー
、永
林
寺
保
育
園
で
入
学
式・入
園
式
が

執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
新
入
生
・
入
園
児
の
皆
さ
ん
は
、は
じ
め
は
緊

張
さ
れ
た
様
子
で
し
た
が
、
式
が
進
ん
で
い
く

に
つ
れ
、緊
張
し
た
不
安
な
顔
か
ら
こ
れ
か
ら
の

生
活
へ
の
希
望
に
わ
く
わ
く
と
し
た
表
情
に
変

わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
在
校
生
・
在
園
児
か
ら
校
歌
斉
唱
な
ど
が
あ

り
ま
し
た
が
、初
め
て
聴
く
校
歌
・
園
歌
に
戸
惑

い
を
持
っ
て
い
る
表
情
が
印
象
的
で
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
し
っ
か
り
と
校
歌
・
園
歌
を
覚
え
、

体
育
館
や
教
室
が
揺
れ
る
ほ
ど
の
声
で
歌
っ
て

く
だ
さ
い
ね
。
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平成28年度の当初予算をお知らせします
平成２８年度江北町一般会計・特別会計の当初予算が、３月議会で可決されました。
今年度の当初予算は、３月１日付で町長の交代があったため骨格予算での編成としました。
なお、６月の補正予算において予算の肉付けを行います。

● 特別会計当初予算額

○農道・水路維持管理（工事負担金）
○さがの米・麦・大豆競争力強化対策事業
○多面的機能支払交付金事業
○園芸振興費（園芸農業者育成対策等）

１１５万円
３２４万円

８，８４９万円
６３８万円

○町道門前～観音下線改築工事
○橋梁長寿命化修繕計画
○道路舗装補修事業

９，８０５万円
１，５５０万円
２，０００万円

○空き家・空き店舗等再生による地域活性化事業
１，０８３万円

○不妊治療費助成 ２００万円

○学校給食費助成
○子ども・小中学生医療費助成
○出生祝金支給
○放課後児童クラブ事業
○一時預かり事業
○病児保育事業

１，１０３万円
３，３３０万円

３００万円
１，６６９万円

１９１万円
１，０２３万円

歳　出　額歳　入　額会　計　名

依存財源（その他）
2億3,410万円

（5.8％）

その他
1,835万円
（0.5%）

議会費
6,596万円
（1.6%）

町税
8億9,042万円
（22.2%）

繰入金
1億786万円

（2.7%）

依存財源
(68.7%)

自主財源（その他）
2億5,458万円

（6.4%）

地方交付税
15億5,500万円

（38.8%）

自主財源
（31.3%）

町債
1億9,650万円

（4.9%）

国県支出金
7億6,954万円
（19.2%） 歳入

40億800万円

歳出
40億800万円

公債費
4億788万円
（10.2%）

教育費
3億1,956万円

（8.0%）
消防費

1億5,785万円
（3.9%）

土木費
5億7,325万円
（14.3%）

民生費
１3億7,869万円

（34.4%）

農林水産業費等
3億1,991万円

（8.0%）
衛生費

2億5,973万円（6.5%）

総務費
5億682万円
（12.6%）

無資力臨鉱ポンプ特別会計
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計
後期高齢者医療特別会計
水道事業特別会計（収益的）
　　　　　　　　（資本的）
下 水 道 事 業 特 別 会 計

１億３，８５３万円
１４億１，１６０万円

１億　 ７１９万円
２億７，４３４万円

１０１万円
７億６，３９２万円

１億３，８５３万円
１４億１，１６０万円

１億　 ７１９万円
２億６，８１３万円

４，４６０万円
７億６，３９２万円

※平成28年1月1日現在人口 9,740人で算出
町民一人当たり 約41万円■一般会計当初予算額　40億 800 万円

農林業の振興 道路等整備対策

地域の活性化

保健医療の充実

子育て支援の充実

まちの話題 TOPIC NEWS
　
３
月
18
日（
金
）、山
口
佐
賀
県
知
事
が
知
事
広
聴
事
業

で
あ
る「
山
口
知
事
の
さ
ー
行
こ
う
！
」で
空
き
家
や
空
き

店
舗
を
活
用
し
た
ま
ち
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
、

上
小
田
地
区
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、「
人
を
大
切
に
、世
界
に
誇
れ
る
佐
賀
づ

く
り
」の
実
現
の
た
め
、知
事
が
県
内
の
地
域
資
源
や
が
ん

ば
っ
て
い
る
皆
さ
ん
を
訪
問
し
、実
状
や
想
い
を
理
解
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
ず
は
じ
め
に
門
前
区
に
あ
る
、馬
と
触
れ
合
う
事
業

や
流
鏑
馬
の
伝
承
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る「Club

　Rio

」

オ
ー
ナ
ー
の
永
松
良
太
さ
ん（
石
原
区
）の
話
を
真
剣
に
聞

い
て
お
ら
れ
ま
し
た
。そ
の
後
、空
き
家
や
空
き
店
舗
を
利

用
し
た
お
店
な
ど
を
見
学
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
、「
つ
む
ぎ
」で
江
北
町
の
地
域
活
性
化
に
つ
い
て

話
し
合
う
ま
ち
づ
く
り
座
談
会
の
皆
さ
ん
と
議
論
を
交
わ

さ
れ
ま
し
た
。

　
知
事
は「
い
ろ
ん
な
人
の
想
い

を
実
現
で
き
る
よ
う
な
佐
賀
県

を
作
っ
て
い
き
た
い
。」と
話
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

3/18 知事広聴事業「山口知事のさー行こう!!」

江北町の新規採用職員を紹介します！江北町の新規採用職員を紹介します！
①坂西　直人
②野口区
③建設課管理係
④笑顔です。
⑤今年度採用です
ので、気持ちは町
民の皆さまに一番
近いものを持って
るので、町民の皆

さまの気持ちに寄り添い、悩みの解
決に向けて業務に努めればと思いま
す。まずは町民の皆さまに顔と名前
だけでも覚えてもらえるように一生
懸命頑張りたいと思います。

①吉田　理紗
②日の出区
③福祉課
　介護保険係
④元気で明るいところです。
⑤生まれ育った江北町に
貢献できるように、人と
の関わりを大切にしたい
と思います。また、1人

でも多くの人を笑顔にできるように1日1
日元気に笑顔でがんばりたいと思いま
す。

①諸富　真純
②南郷区
③農業委員会
④笑顔
⑤４月から採用となり一ヶ
月経ちましたが、配属され
た農業委員会では毎日あ
たふたしながらも業務や
農地法の内容を把握でき

るよう努めています。まだまだわからないこ
とが多いですが、地域の皆さまとの関わりを
大切にして一日でも早く江北町のために貢
献できるように一生懸命頑張ります!!

①上野　彩子
②白石町
③こども応援課
幼児教育センター係
④歌うことがだ～い
すき♡です。NHK
のど自慢に出たこと
もあります♫
食べることもだ～

いすき♡誰か一緒に焼肉に行きまし
ょう!!
⑤江北町のことはまだまだ分からない
ことが多いですが、地域の皆さんとの
関わりを大切にして、江北町に貢献で
きるように一所懸命に頑張ります!!

①藤山　陽子
②唐津市出身
　鹿島市在住
③こども応援課
幼児教育センター係
④唐津から鹿島へ
引っ越してきたば
かりですが、江北
町のことをもっと

たくさん知って、江北町の役に立て
るよう頑張ります。
⑤幼児教育センターの子どもたちに
負けないくらいの元気と笑顔で頑張
りたいと思います！

質問事項
①名前
②出身地区（市町）
③所属
④アピールポイント
⑤抱負
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平成28年度の当初予算をお知らせします
平成２８年度江北町一般会計・特別会計の当初予算が、３月議会で可決されました。
今年度の当初予算は、３月１日付で町長の交代があったため骨格予算での編成としました。
なお、６月の補正予算において予算の肉付けを行います。

● 特別会計当初予算額

○農道・水路維持管理（工事負担金）
○さがの米・麦・大豆競争力強化対策事業
○多面的機能支払交付金事業
○園芸振興費（園芸農業者育成対策等）

１１５万円
３２４万円

８，８４９万円
６３８万円

○町道門前～観音下線改築工事
○橋梁長寿命化修繕計画
○道路舗装補修事業

９，８０５万円
１，５５０万円
２，０００万円

○空き家・空き店舗等再生による地域活性化事業
１，０８３万円

○不妊治療費助成 ２００万円

○学校給食費助成
○子ども・小中学生医療費助成
○出生祝金支給
○放課後児童クラブ事業
○一時預かり事業
○病児保育事業

１，１０３万円
３，３３０万円

３００万円
１，６６９万円

１９１万円
１，０２３万円

歳　出　額歳　入　額会　計　名

依存財源（その他）
2億3,410万円

（5.8％）

その他
1,835万円
（0.5%）

議会費
6,596万円
（1.6%）

町税
8億9,042万円
（22.2%）

繰入金
1億786万円

（2.7%）

依存財源
(68.7%)

自主財源（その他）
2億5,458万円

（6.4%）

地方交付税
15億5,500万円

（38.8%）

自主財源
（31.3%）

町債
1億9,650万円

（4.9%）

国県支出金
7億6,954万円
（19.2%） 歳入

40億800万円

歳出
40億800万円

公債費
4億788万円
（10.2%）

教育費
3億1,956万円

（8.0%）
消防費

1億5,785万円
（3.9%）

土木費
5億7,325万円
（14.3%）

民生費
１3億7,869万円

（34.4%）

農林水産業費等
3億1,991万円

（8.0%）
衛生費

2億5,973万円（6.5%）

総務費
5億682万円
（12.6%）

無資力臨鉱ポンプ特別会計
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計
後期高齢者医療特別会計
水道事業特別会計（収益的）
　　　　　　　　（資本的）
下 水 道 事 業 特 別 会 計

１億３，８５３万円
１４億１，１６０万円

１億　 ７１９万円
２億７，４３４万円

１０１万円
７億６，３９２万円

１億３，８５３万円
１４億１，１６０万円

１億　 ７１９万円
２億６，８１３万円

４，４６０万円
７億６，３９２万円

※平成28年1月1日現在人口 9,740人で算出
町民一人当たり 約41万円■一般会計当初予算額　40億 800 万円

農林業の振興 道路等整備対策

地域の活性化

保健医療の充実

子育て支援の充実
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※貸付を受けた者は、卒
業後1年間を経過したと
きから10年以内に返還し
なければなりません。繰
上げ返還も可能です。

「身体障害者相談員」とは…
身体障害者の福祉の増進を図るため、生活上のさまざまな相談に応じたり、必要な制度や福祉サービスを受けられる
よう援助する等、関係機関とのパイプ役になったり、身体障害者の更生のために必要な援助を行います。

「知的障害者相談員」とは…
知的障害者の福祉の増進を図るため、ご本人や保護者からの相談に応じ、施設への入所や就学、就職等に関して関係
機関へ連絡したり、知的障害者の更生のために必要な指導、助言を行います。

「身体障害者相談員」・「知的障害者相談員」は、地域ボランティアとして重要な役割を担っていると共に、地域住民か
ら頼りにされる存在です。任期（委託期間）は、共に2年です。（平成28年4月1日～平成30年3月31日）

「身体障害者相談員」・「知的障害者相談員」にご相談等ございましたら、お気軽にご相談窓口へご連絡ください。

「身体障害者相談員」・「知的障害者相談員」のご紹介

平成28年度　育英資金貸付学生の募集

● 申請時において、大学（短大を含む）、専修学校、高等専門学校、中等教育学校（後期課程）
　 又は高等学校に在学する江北町内に居住する者の子弟であること。
● 向学心に富み、学力が優れていること。
● 学資の支弁が困難であること。

１．応募要件

● 江北町育英学生候補者選考委員会において貸付学生を決定します。
２．選考方法

● 江北町教育委員会に申請書を準備しております。（申請書は江北町のホームページからもダウンロードできます。）

４．申請窓口

平成２８年５月２０日（金）まで５．申込締切

● 大学（短大を含む）生及び
　 専修学校の生徒に対する貸付金　　　　360,000円以内
● 高等専門学校生に対する貸付金　　　　156,000円以内
● 高校生に対する貸付金　　　　　　　　108,000円以内
● 貸付金については四半期（6,9,12,1月）に口座振込（本人名義）となります。
　 ※平成２８年度から新たに専修学校の生徒を対象に加えております。

３．貸付の種類及び金額（年額）

「身体障害者相談員」　藤瀬　新さん（下分）、坂元　豊さん（土元）
「知的障害者相談員」　本村　容子さん（新宿）

≪ご相談窓口≫江北町役場　福祉課　福祉係（電話番号）0952-86-5614

○お問い合わせ先　江北町教育委員会　教育課学校教育係　℡（0952）86－5621

古賀小児科・内科病院敷地内のスマイルルームは、平成28年4月から病後児保育
より病児保育施設に移行しました。更に定員を6名に拡大しています。
利用対象者　　江北町、大町町、白石町、多久市、武雄市、小城市、鹿島市に居住する生後2ヶ月から
　　　　　　　小学3年生までの児童であり、保護者が就労などにより家庭で保育ができない場合。
利 用 時 間　　・月曜日～金曜日／8：00～18：00　・土曜日／8：00～13：00
　　　　　　　※日曜・祝日・年末年始は休室
保 育 定 員　　 ６名／日　　　　　利 用 料 金　　1日…1,000円／　半日（5時間以内）…500円
※ご利用の前に事前登録が必要です。施設にて随時受け付けています。

お知らせ

古賀小児科内科病院　　病児保育室≪スマイルルーム≫電話　0952－86－3890

年金生活者等支援臨時福祉給付金
（高齢者向け給付金）についてのお知らせ

　平成27年１月１日時点で江北町に住民票がある方で、平成27年度分の町民税（均等割）が課税さ
れていない方のうち、平成29年3月31日までに65歳以上になる方。
　ただし、市町村民税課税者（町外在住者も含む）の扶養親族になっている方や、生活保護の受給者で
ある方は除きます。

●「高齢者向け給付金」に関して町職員等が、ＡＴＭの操作をお願いすることは絶対にありません。
●「高齢者向け給付金」に関して町職員等が、手数料等の振込を求めることは絶対にありません。
●「高齢者向け給付金」に関して町職員等が、町民の皆様の個人情報等を照会することは絶対にありません。
　不審な電話や郵便があったら、迷わず江北町役場や最寄りの警察署にご連絡ください。

「高齢者向け給付金」を装った「振り込め詐欺」や「個人情報の詐取」にご注意ください。

支給対象者

【申請書の提出方法】
● 窓口提出

【給付金の受取方法】
支給要件を満たした方は、申請書に記載のご指定口座へ後日お振り込み（通知）します。

（下記①・②をご持参の上、江北町役場 福祉課 の窓口へ直接提出してください。）
①支給対象者全員分の本人確認ができる書類（写真付き住民基本台帳カード、運転免許証、旅券等）
※顔写真付きの書類をお持ちでない方は健康保険証。
②受け取りを指定した口座が確認できるもの（預金通帳、貯金通帳）

● 郵送提出（同封の返信用封筒に入れて投函してください。）
※申請書及び必要書類に不備等ある場合は、お電話等にてご連絡する場合があります。

カクニンジャ

確認じゃ！
高齢者向け給付金

支給対象者
1人につき3万円

※支給は1回です。

「一億総活躍社会」の実現に向け、
賃金引上げの恩恵が及びにくい
高齢者の方を支援するために
支給されます。

【お問い合わせ先】江北町役場 福祉課（電話番号）0952-86-5614

高齢者向け給付金の支給対象になると思わ
れる世帯主の方に、「申請書」を送付します。
給付金を受け取るためには「申請書」に必要
事項を記入・押印の上、必要書類を添えて、
江北町役場 福祉課 へ提出してください。
提出期限は平成28年7月29日（金）まで
です。（郵送提出の場合は必着）
お早めに「申請書」を提出してください。
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年金生活者等支援臨時福祉給付金
（高齢者向け給付金）についてのお知らせ

　平成27年１月１日時点で江北町に住民票がある方で、平成27年度分の町民税（均等割）が課税さ
れていない方のうち、平成29年3月31日までに65歳以上になる方。
　ただし、市町村民税課税者（町外在住者も含む）の扶養親族になっている方や、生活保護の受給者で
ある方は除きます。

●「高齢者向け給付金」に関して町職員等が、ＡＴＭの操作をお願いすることは絶対にありません。
●「高齢者向け給付金」に関して町職員等が、手数料等の振込を求めることは絶対にありません。
●「高齢者向け給付金」に関して町職員等が、町民の皆様の個人情報等を照会することは絶対にありません。
　不審な電話や郵便があったら、迷わず江北町役場や最寄りの警察署にご連絡ください。

「高齢者向け給付金」を装った「振り込め詐欺」や「個人情報の詐取」にご注意ください。

支給対象者

【申請書の提出方法】
● 窓口提出

【給付金の受取方法】
支給要件を満たした方は、申請書に記載のご指定口座へ後日お振り込み（通知）します。

（下記①・②をご持参の上、江北町役場 福祉課 の窓口へ直接提出してください。）
①支給対象者全員分の本人確認ができる書類（写真付き住民基本台帳カード、運転免許証、旅券等）
※顔写真付きの書類をお持ちでない方は健康保険証。
②受け取りを指定した口座が確認できるもの（預金通帳、貯金通帳）

● 郵送提出（同封の返信用封筒に入れて投函してください。）
※申請書及び必要書類に不備等ある場合は、お電話等にてご連絡する場合があります。

カクニンジャ

確認じゃ！
高齢者向け給付金

支給対象者
1人につき3万円

※支給は1回です。

「一億総活躍社会」の実現に向け、
賃金引上げの恩恵が及びにくい
高齢者の方を支援するために
支給されます。

【お問い合わせ先】江北町役場 福祉課（電話番号）0952-86-5614

高齢者向け給付金の支給対象になると思わ
れる世帯主の方に、「申請書」を送付します。
給付金を受け取るためには「申請書」に必要
事項を記入・押印の上、必要書類を添えて、
江北町役場 福祉課 へ提出してください。
提出期限は平成28年7月29日（金）まで
です。（郵送提出の場合は必着）
お早めに「申請書」を提出してください。
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軽自動車税の税額が変更になります軽自動車税の税額が変更になります
　軽自動車税は、毎年４月１日現在で原動機付自転車、二輪の軽自動車、二輪の小型自動車、小型特殊自動車及び
軽自動車を所有している方に課税されます。
　また、年度の途中で車両の取得や喪失をしても当該年度の追加課税や還付はありません。(４月２日以降に廃車
した場合であっても、当該年度の税金が全額かかります。４月２日に新規に取得した場合は、当該年度の税金はか
かりません。)

※１ ミニカーとは、三輪以上で総排気量が20ccを超え50cc以下(または0.6キロワット以下)のもののうち、車輪間の距離が
50㎝を超えるものまたは車室を備えるものをいいます。ただし、車室の側面が構造上開放されていて、かつ車輪間の
距離が50㎝以下の三輪(屋根付三輪)は除かれます。

※２ 電気自動車、天然ガス自動車、メタノール自動車、ガソリンハイブリッド車および被けん引車は除きます。
※３ 平成27年４月１日から平成28年３月31日までに最初の新規検査を受けた三輪以上の軽自動車(新車に限る。)のうち、排出ガス性能および

燃費性能の優れた環境負荷の小さいものについて、平成28年度課税分のみ軽自動車税を軽減する特例措置(軽自動車税のグリーン化特例
(軽課))があります。

※４ 乗用:平成17年排出ガス基準75%低減達成車(★★★★)かつ、平成32年度燃費基準を満たすガソリン車・ハイブリッド車
　　 貨物:平成17年排出ガス基準75％低減達成車(★★★★)かつ、平成27年度燃費基準より15％以上燃費性能のよいガソリン車・ハイブリッド車
※５ 乗用:平成17年排出ガス基準75％低減達成車(★★★★)かつ、平成32年度燃費基準より20％以上燃費性能のよいガソリン車・ハイブリッド車
　　 貨物:平成17年排出ガス基準75％低減達成車(★★★★)かつ、平成27年度燃費基準より35％以上燃費性能のよいガソリン車・ハイブリッド車
※６ 電気自動車および天然ガス自動車(平成21年排出ガス規制に適合し、かつ、平成21年排出ガス基準値より10％以上窒素酸化物の排出量が少

ないもの)

原動機付自転車

車　　種

二輪の軽自動車

二輪の小型自動車

小型特殊自動車

総排気量が５０㏄以下のもの １，０００円 ２，０００円

１，２００円 ２，０００円

１，６００円 ２，４００円

２，５００円 ３，７００円

２，４００円 ３，６００円

４，０００円 ６，０００円

１，６００円 ２，４００円

４，７００円 ５，９００円

1,300円2,500円3,800円6,000円5,000円4,000円

1,000円1,900円2,900円4,500円3,800円3,000円

2,700円5,400円8,100円12,900円10,800円7,200円

1,800円3,500円5,200円8,200円6,900円5,500円

1,000円2,000円3,000円4,600円3,900円3,100円

総排気量が５０㏄を超え
　　　　　９０㏄以下のもの
総排気量が９０㏄を超え
　　　　１２５㏄以下のもの

ミニカー　※１

総排気量が２５０㏄を超えるもの
（バイク）

総排気量が１２５㏄を超え
　２５０㏄以下のもの（バイク）

農耕作業用（トラクター等）

特殊作業用（フォークリフト等）

平成２７年度以前
の税額（年額）

平成２８年度以降
の税額（年額）

三輪で総排気量が
　　６６０㏄以下のもの

四輪以上で
総排気量が
６６０㏄以下
のもの

軽
自
動
車

乗
用

営
業
用

自
家
用

貨
物

営
業
用

自
家
用

車　　種

税額（年額）

平成27年３月
31日以前に最
初の新規検査
をした車両

平成27年４月
１日以降に最
初の新規検査
をした車両

最初の新規検
査から13年を
経過した車両
（重課）※2

グリーン化特例（軽課）※３
25％
軽課
※4

50％
軽課
※5

75％
軽課
※6

8広
報こうほく 平成28年5月号



保育料の多子軽減対象範囲改正のお知らせ保育料の多子軽減対象範囲改正のお知らせ
　保育料は、市町村民税所得割額※1に基づき決定します。
　これまでは、幼稚園は小学3年生から、保育園は満5歳児から数えて、第1子満額、第2子半額、第3子以降
無料とする保育料の多子軽減措置となっていました。
　国の制度改正により、平成28年4月1日から、保護者の推定年収が360万円未満※2の世帯を対象に、保
育料の多子軽減の対象範囲が次のとおり変更となります。ただし、推定年収が360万円以上の世帯につい
ては、現行どおりとなります。

※１　4月～8月までは前年度の市町村民税所得割額から、9月～翌年3月までは当年度の市町村民税所得割額
　　　に基づいて保育料を決定します。
※２　多子軽減の年齢制限撤廃の影響を受ける市町村民税所得割額の目安については、幼稚園は77,100円以
　　　下、保育園は57,700円以下（ひとり親世帯、要保護世帯等は77,100円以下）となります。

お問い合わせ　江北町こども応援課　幼児教育センター係　TEL 0952-86-4350

保育園・幼稚園・認定こども園（保育園・幼稚園）入園児の保護者様へ

（対象：推定年収360万円未満の世帯）

幼稚園
（1号認定）

現行 平成28年4月～
（推定年収360万円未満の世帯に限る）

保育園
（2号・3号認定）

小4
以上

5歳

4歳

3歳

2歳

1歳

0歳 第3子
無料

第2子
半額

第2子
半額

第1子
満額

第1子 対象外

対象外

小3

～

小1

幼稚園
（1号認定）

保育園
（2号・3号認定）

小4
以上

5歳

4歳

3歳

2歳

1歳

0歳 第3子以降
無料

第3子
無料

第3子
無料

第2子
半額

第2子 第1子

第1子

小3

～

小1

新しい指導主事さんを紹介します。
氏　　名：橋本　憲彦
住 ま い：上分区
抱　　負：江北町の子どもたちのためにがんばります。
　　　　　よろしくお願いいたします。

指導主事とは？ 教育委員会と教育現場を繋ぐ、学校教育に関する指導
や助言等を行う教育専門職のこと

9 広
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停留所 時刻
1 山口駅前（北口） 12：25
2 江北小学校前 12：29
3 幼児教育センター

イオン江北店
12：30

4
江北町役場前

12：31
5

朝鍋宿
12：36

6
古賀小児科前

12：38
7

小田商店街入口
12：39

8
永林寺保育園前

12：40
9

上小田浄水場
12：41

10
上小田集会所前

12：42
11

仲町
12：43

12
岳

12：44
13

平山
12：45

14
白木パノラマ孔園前

12：46
15

平山
12：50

16
岳

12：54
17

仲町
12：55

18
SUMCO前

12：56
19

日の出町
12：57

20
永林寺保育園前

12：58
21

小田商店街入口
12：59

22
古賀小児科前

13：00
23

朝鍋宿
13：01

24 13：02
25 江北町役場前 13：04
26 江北小学校前 13：07
27 幼児教育センター 13：08
28 イオン江北店 13：09
29 山口駅前（南口） 13：11

⑤上小田線 【12 ： 25 発】
（小学校・イオン経由～白木パノラマ孔園回り）

停留所 時刻
1 山口駅前（北口） 14：25
2 江北小学校前 14：29
3 幼児教育センター 14：30
4 イオン江北店 14：31
5

朝鍋宿
14：36

6
古賀小児科前

14：38
7

小田商店街入口
14：39

8
永林寺保育園前

14：40
9

上小田浄水場
14：41

10
上小田集会所前

14：42
11

仲町
14：43

12
岳

14：44
13

平山
14：45

14
白木パノラマ孔園前

14：46
15

平山
14：50

16
岳

14：54
17

仲町
14：55

18
SUMCO前

14：56
19

日の出町
14：57

20
永林寺保育園前

14：58
21

小田商店街入口
14：59

22
古賀小児科前

15：00
23

朝鍋宿
15：01

24
江北町役場前

15：02

26 15：05
25

山口駅前（北口）
15：04

⑥上小田線 【14 ： 25 発】
（小学校・イオン経由～白木パノラマ孔園回り）

停留所 時刻
1 山口駅前（北口） 7：00
2 江北町役場前 7：01
3 朝鍋宿 7：03
4 土元 7：04
5 門前 7：05
6 花祭 7：08
7 白木パノラマ孔園前 7：15
8 平山 7：19
9 岳 7：20
10 仲町 7：21
11 上小田集会所前 7：22
12 上小田浄水場 7：23
13 永林寺保育園前 7：24
14 小田商店街入口 7：25
15 古賀小児科前 7：26
16 朝鍋宿 7：27
17 江北町役場前 7：29
18 江北小学校前 7：32
19 幼児教育センター 7：33
20 山口駅前（南口） 7：35

①上小田線 【7 ： 00 発】
（花祭～白木経由～小学校回り）

停留所 時刻
1 山口駅前（北口） 8：15
2 江北町役場前 8：16
3 経済連センター前 8：18
4 杵島商校前 8：19
5 観音下 8：20
6 上区 8：22
7 岩屋団地 8：24
8 岳 8：25
9 仲町 8：26
10 SUMCO前 8：27
11 日の出町 8：28
12 永林寺保育園前 8：29
13 小田商店街入口 8：30
14 古賀小児科前 8：31
15 朝鍋宿 8：32
16 江北町役場前 8：34
17 山口駅前（北口） 8：35

②上小田線 【8 ： 15 発】
（観音下～岩屋経由）
②上小田線 【8 ： 15 発】
（観音下～岩屋経由）

※この便は学休日（春・夏・冬休み）
　は運行しません

停留所 時刻
1 山口駅前（北口） 15：25
2 江北小学校前 15：29
3 幼児教育センター 15：30
4 江北町役場前 15：33
5 朝鍋宿 15：35
6 古賀小児科前 15：36
7 小田商店街入口 15：37
8 永林寺保育園前 15：38
9 上小田浄水場 15：39
10 上小田集会所前 15：40
11 仲町 15：41
12 岳 15：42
13 平山 15：43
14 白木パノラマ孔園前 15：47
15 花祭 15：54
16 平山 16：00
17 岳 16：01
18 仲町 16：02
19 SUMCO前 16：03
20 日の出町 16：04
21 永林寺保育園前 16：05
22 小田商店街入口 16：06
23 古賀小児科前 16：07
24 朝鍋宿 16：08

26 山口駅前（北口） 16：11
25 江北町役場前 16：10

⑦上小田線 【15 ： 25 発】
（小学校～花祭経由）

停留所 時刻
1 山口駅前（北口） 16：30
2 江北小学校前
3 幼児教育センター
4 江北町役場前
5 朝鍋宿
6 古賀小児科前
7 小田商店街入口
8 永林寺保育園前
9 上小田浄水場
10 上小田集会所前
11 仲町
12 岳
13 平山
14 白木パノラマ孔園前
15 花祭
16 平山
17 岳
18 仲町
19 SUMCO前
20 日の出町
21 永林寺保育園前
22 小田商店街入口
23 古賀小児科前
24 朝鍋宿

26 山口駅前（北口）
25 江北町役場前

⑧上小田線 【16 ： 30 発】
（小学校～花祭経由）

停留所 時刻
1 山口駅前（北口） 8：52
2 江北町役場前 8：53
3 朝鍋宿 8：55
4 古賀小児科前 8：56
5 小田商店街入口 8：57
6 永林寺保育園前 8：58
7 上小田浄水場 8：59
8 上小田集会所前 9：00
9 仲町 9：01
10 岳 9：02
11 仲町 9：03
12 SUMCO前 9：04
13 日の出町 9：05
14 永林寺保育園前 9：06
15 小田商店街入口 9：07
16 古賀小児科前 9：08
17 朝鍋宿 9：09
18 江北町役場前 9：11
19 江北小学校前 9：13

21 山口駅前（南口） 9：15
20 幼児教育センター 9：14

③上小田線 【8 ： 52 発】
（上小田経由～小学校回り）
③上小田線 【8 ： 52 発】
（上小田経由～小学校回り）

停留所 時刻
1 山口駅前（北口） 11：15
2 江北小学校前 11：19
3 幼児教育センター 11：20
4 江北町役場前 11：23
5 朝鍋宿 11：25
6 古賀小児科前 11：26
7 小田商店街入口 11：27
8 永林寺保育園前 11：28
9 上小田浄水場 11：29
10 上小田集会所前 11：30
11 仲町 11：31
12 岳 11：32
13 仲町 11：33
14 SUMCO前 11：34
15 日の出町 11：35
16 永林寺保育園前 11：36
17 小田商店街入口 11：37
18 古賀小児科前 11：38
19 朝鍋宿 11：39
20 江北町役場前 11：41

22 幼児教育センター 11：45
23 イオン江北店 11：46
24 山口駅前（南口） 11：48

21 江北小学校前 11：44

④上小田線 【11 ： 15 発】
（上小田経由～イオン回り）

（※土曜・日曜／祝祭日は全便運行しません）（※土曜・日曜／祝祭日は全便運行しません）

江北町循環バス運行時刻表 回数券をお求めの方は、バス乗務員に
申し付けください。

小人（24枚綴）2,000円
大人（24枚綴）4,000円

☆70歳以上、身障者は半額。
　70歳以上の方は老人医療受給者証を提示ください。
　身障者の方は身障者手帳を提示ください。
☆３歳未満については保護者同伴でないと乗れません。
☆３歳～就学前幼児は保護者同伴だと幼児１名まで無料。

大人200円
小人100円

料

　金

午
後
の
便

午
前
の
便

午
後
の
便

午
前
の
便

江北町役場前

（中学生以上）

（3歳～小学生）

16：34
16：35
16：38
16：40
16：41
16：42
16：43
16：44
16：45
16：46
16：47
16：48
16：52
16：59
17：05
17：06
17：07
17：08
17：09
17：10
17：11
17：12
17：13
17：15
17：16

④～⑥上小田線の運行を一部変更し、
イオン江北店に停車するようになり
ました。

駅南地区への移動が便利になりました。

10広
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井
上
敏
文　

議
員

問　

今
回
の
町
長
選
に
お

い
て
、
24
年
ぶ
り
に
町
長

が
交
代
し
、
若
い
町
長
が

誕
生
し
た
。
山
田
町
長
へ

の
町
民
の
期
待
は
大
き
く
、

今
後
の
行
政
課
題
に
対
し

若
さ
と
行
動
力
で
ス
ピ
ー

ド
感
を
持
っ
て
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た

い
。
今
回
の
選
挙
で
、
町

長
は
選
挙
公
約
を
掲
げ
て

町
民
に
政
策
を
訴
え
、
２

月
14
日
の
投
開
票
の
結
果
、

当
選
を
果
た
さ
れ
た
。
そ

の
直
後
の
報
道
陣
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
に
お
い
て
、
町

長
は
「
町
内
の
融
和
を
図

り
、町
政
の
刷
新
が
必
要
」

と
抱
負
を
述
べ
た
。
激
し

い
選
挙
に
な
れ
ば
そ
の
後

の
し
こ
り
が
残
る
の
は
世

の
常
。
こ
れ
を
払
拭
す
る

た
め
に
も
町
内
融
和
を
図

る
こ
と
が
第
一
と
考
え
る
。

今
後
、
こ
の
町
内
融
和
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
進
め

て
い
く
の
か
。
ま
た
、
町

政
刷
新
と
言
わ
れ
た
が
、

具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
取

り
組
ま
れ
る
の
か
。

町
長　

ま
さ
に
、
町
内
融

和
を
図
る
こ
と
が
選
挙
の

し
こ
り
を
残
さ
な
い
こ
と

に
な
る
。
こ
れ
か
ら
地
方

創
生
の
時
代
。
町
民
１
万

人
総
参
加
、
総
活
躍
の
時

代
で
あ
る
か
ら
こ
そ
町
民

の
融
和
が
必
要
と
考
え
る
。

ま
た
、
町
政
刷
新
と
言
っ

た
が
、
融
和
を
図
り
な
が

ら
改
め
る
べ
き
と
こ
ろ
は

改
め
る
と
言
う
意
味
か
ら

刷
新
と
申
し
上
げ
た
。
ま

ず
は
融
和
か
ら
始
め
る
。

問　

町
内
融
和
を
図
る
と

き
、
隣
接
の
町
長
は
、
選

挙
後
す
ぐ
に
町
民
と
の
対

話
集
会
を
開
催
し
て
い
る
。

山
田
町
長
は
出
前
談
議
を

し
て
い
く
と
言
わ
れ
て
い

る
が
、
そ
の
開
催
時
期
は

い
つ
か
。
ま
た
、
町
民
と

の
対
話
集
会
に
つ
い
て
は
、

勤
労
者
の
方
、
若
い
人
、

高
齢
者
の
方
な
ど
、
出
来

る
だ
け
多
く
の
方
が
参
加

で
き
る
よ
う
な
手
法
を
取

る
べ
き
と
思
う
が
。

出前談議等で対話をしながら、町内の融和を図りたい。
機構・組織については、まずは現体制でいく

町長

一
般
質
問

選挙後の町内の融和、また町政
刷新についてどう取組むのか

町
長　

６
月
議
会
で
公
約

実
現
の
為
の
必
要
経
費
を

組
み
た
い
。
そ
れ
以
後
、

１
年
内
に
町
民
と
の
対
話

を
図
り
た
い
。
出
前
談
議

の
時
間
設
定
等
に
つ
い
て

は
、
十
分
協
議
し
て
い
く
。

問　

町
政
刷
新
に
つ
い
て
、

現
在
の
事
務
改
善
検
討
委

員
会
に
外
部
の
民
間
人
も

入
れ
た
第
三
者
機
関
と
し

て
発
足
さ
せ
た
ら
ど
う
か
。

ま
た
、
機
構
改
革
と
し
て

役
場
の
課
の
統
廃
合
、
新

課
の
新
設
な
ど
の
構
想
は
。

町
長　

行
政
事
務
改
善
検

討
委
員
会
は
、
私
が
外
部

の
目
の
一
人
と
し
て
入

り
、
ま
ず
は
自
己
チ
ェ
ッ

ク
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。
外
部
委
員
の
導
入
は

考
え
て
い
な
い
。
機
構
改

革
も
ま
ず
は
現
体
制
で
い

く
。
公
約
実
現
の
た
め
必

要
で
あ
れ
ば
、
庁
内
組
織

に
つ
い
て
は
、
今
後
検
討

し
て
い
き
た
い
。

問　

検
討
す
る
と
答
弁
し

た
以
上
は
、
期
限
を
切
っ

て
検
討
し
て
も
ら
い
た
い
。

町
長　

検
討
期
間
は
必
要

で
あ
り
、
検
討
し
た
後
、

で
き
る
か
出
来
な
い
か
を

き
ち
ん
と
お
答
え
で
き
る

よ
う
務
め
る
。

問　

明
る
い
ま
ち
と
し
て
、

ま
ず
役
場
か
ら
挨
拶
運
動

を
取
り
組
ん
だ
ら
ど
う
か
。

町
民
の
皆
さ
ん
と
の
ふ
れ

あ
う
基
本
は
挨
拶
と
思
う
。

新
町
長
と
し
て
こ
こ
は
心

機
一
転
、
町
民
へ
の
挨
拶

運
動
を
職
員
の
皆
さ
ん
か

ら
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ

ら
ど
う
か
。

町
長　

融
和
を
率
先
す
る

た
め
に
は
対
話
が
必
要
で

あ
り
、
対
話
の
き
っ
か
け

は
挨
拶
か
ら
で
あ
る
。
私

が
率
先
し
て
挨
拶
の
飛
び

交
う
役
場
に
し
た
い
。

町内某地区での対話集会（参考例）

町民との対話窓口　町民課
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坂
井
正
隆　

議
員

問　

私
は
Ｓ
候
補
の
総
括

責
任
者
を
し
て
い
た
が
、

選
挙
後
の
し
こ
り
は
無
い

と
思
っ
て
い
る
。
選
挙
の

し
こ
り
と
か
言
え
ば
、
民

生
の
安
定
に
は
つ
な
が
ら

な
い
。
ぜ
ひ
自
信
を
持
っ

て
町
政
を
担
っ
て
い
た
だ

き
た
い
。
山
田
町
長
は
、

出
馬
に
当
っ
て
５
つ
の
公

約
を
か
か
げ
当
選
を
果
た

さ
れ
た
。
先
ず
、子
育
て
、

教
育
ダ
ン
ト
ツ
宣
言
。
２

つ
目
の
、
健
康
、
福
祉
、

日
本
一
の
町
に
。
３
つ
目

の
、
一
万
人
総
活
躍
で
町

の
元
気
づ
く
り
の
中
に
、

企
業
誘
致
で
正
規
雇
用
１

０
０
人
分
を
つ
く
り
だ
す

と
あ
る
。
４
つ
目
に
、
農

商
工
連
携
で
行
こ
う
と
あ

る
。
５
つ
目
に
、「
安
全
、

安
心
、
快
適
」
な
町
作
戦

と
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
公

約
の
優
先
順
位
と
、
一
期

４
年
で
成
し
遂
げ
た
い
の

は
何
か
。
株
式
会
社
江
北

町
と
は
、
ど
う
い
う
意
味

か
伺
い
た
い
。　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
長　

先
程
い
た
だ
い
た

エ
ー
ル
に
つ
き
ま
し
て

は
、
謹
ん
で
お
受
け
し
た

い
と
思
う
。
民
生
安
定
の

た
め
こ
れ
か
ら
町
政
に
臨

み
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

１
点
目
の
公
約
の
優
先
順

位
に
つ
い
て
は
、
ス
タ
ー

ト
時
点
で
の
優
先
順
位
と

い
う
意
味
で
は
、
無
い
と

思
っ
て
い
る
。

　

恐
ら
く
公
約
の
中
に

は
、時
間
が
か
か
る
も
の
、

こ
れ
か
ら
検
討
を
要
す
る

も
の
、
す
ぐ
に
出
来
る
も

の
、
色
々
あ
る
と
思
う
。

公
約
の
中
の
優
先
順
位
、

早
い
段
階
で
全
て
の
公
約

に
つ
い
て
、
検
討
、
準
備

等
に
つ
い
て
ス
タ
ー
ト
を

切
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
る
。

株
式
会
社
江
北
町
の
意
味

は　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

地
方
創
生
の
時
代
と
言

わ
れ
て
い
る
中
で
、
地
域

間
が
競
争
を
し
て
い
く
時

代
で
あ
り
、
そ
の
地
域
間

の
競
争
を
生
き
抜
く
た
め

に
は
、
自
治
体
、
行
政
の

分
野
で
あ
っ
て
も
、
民
間

企
業
的
な
発
想
で
あ
る
と

か
、
経
営
と
い
う
発
想
が

必
要
で
あ
ろ
う
か
と
思

う
。
そ
う
し
た
意
味
で
株

式
会
社
江
北
町
と
い
う
言

葉
を
使
わ
せ
て
い
た
だ
い

た
。

問　

公
約
に
つ
い
て　
　

　

公
約
に
つ
い
て
は
、
今

の
と
こ
ろ
は
順
序
を
決
め

て
い
な
い
と
い
う
事
だ

が
、
６
月
議
会
に
は
幾
ら

か
は
提
案
で
き
る
の
か

町
長　

早
い
も
の
に
つ
い

て
は
６
月
の
補
正
予
算
に

盛
り
込
み
た
い
。

問　

株
式
会
社
、
要
は
民

間
企
業
的
な
発
想
を
突
き

詰
め
て
い
け
ば
、
合
理
化

に
も
つ
な
が
る
の
で
は
な

い
か
。

町
長　

こ
れ
か
ら
私
た
ち

の
町
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
だ
と

思
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
自

治
体
を
株
式
会
社
に
な
ぞ

ら
え
た
時
に
、
私
は
自
治

体
に
と
っ
て
利
益
と
言
う

も
の
は
何
か
、
こ
れ
か
ら

の
挑
戦
の
な
か
で
探
っ
て

い
く
こ
と
だ
ろ
う
と
思
っ

て
い
る
。
地
方
自
治
法
の

規
定
に
よ
る
と
地
方
公
共

団
体
は
、
住
民
の
福
祉
の

増
進
を
図
る
こ
と
を
基
本

と
し
て
い
る
。
そ
う
い
う

意
味
で
い
う
と
株
式
会
社

江
北
町
の
利
益
と
言
う
も

の
は
、
ま
さ
に
住
民
の
福

祉
の
増
進
で
あ
る
と
思
っ

て
い
る
。
こ
う
い
う
考
え

を
持
っ
た
上
で
こ
れ
か
ら

挑
戦
を
し
て
い
き
た
い
。

坂
井　

福
祉
は
民
生
の
安

定
の
た
め
に
は
絶
対
欠
か

せ
な
い
事
項
。
非
常
に
幅

の
広
い
、
奥
の
深
い
、
限

り
の
な
い
世
界
、
答
弁
の

様
に
自
信
を
持
っ
て
町
政

に
挑
戦
を
し
て
頂
き
た

い
。

一
般
質
問

スタートの時点では優先順位は無いと思っている
行政の分野であっても経営という発想が必要であると思う

町長

５つの公約優先順位と一期4年で成し遂げる公約は
また株式会社江北町とはどういう意味か

① 

子
育
て
・
教
育「
ダ
ン
ト
ツ
宣
言
」

② 

健
康
・
福
祉「
日
本
一
」の
町
に

③ 

一
万
人「
総
活
躍
」で
町
の
元
気
づ
く
り

④ 

「
農
商
工
」連
携（
六
次
産
業
）で
い
こ
う

⑤ 

「
安
全
・
安
心
・
快
適
」な
町
作
戦

山
田
町
長
の
公
約



一
般
質
問

議会だより議会だより

14広
報こうほく 議会だより

三
苫
紀
美
子　

議
員

① 受け入れていないのは７名のうち４名が町内
② 様々な施設を含めた対応を早期にする

町長

子育て支援について
　① 待機者の対応は
　② 放課後児童クラブの受け入れについて

問　

江
北
町
の
新
時
代
を

開
く
未
来
政
策
を
打
ち
出

さ
れ
て
の
山
田
町
長
の
誕

生
に
、
多
く
の
町
民
の
皆

さ
ん
か
ら
の
期
待
の
声
が

寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
特
に

子
育
て
、
教
育
ダ
ン
ト
ツ

宣
言
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

培
っ
て
き
た
行
政
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
生
か
し
、
全
力
投

球
を
願
っ
て
い
る
。

①
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
。

保
育
園
に
入
れ
な
く
て
困

っ
て
い
る
と
い
う
保
護
者

の
声
だ
が
、
待
機
者
数
は

現
在
何
名
か
、
そ
の
待
機

者
対
応
は
十
分
か
。

子
ど
も
応
援
課
長　

不
諾

は
、
町
外
か
ら
の
入
所
希

望
者
３
名
と
、
町
内
の
４

名
。

町
長　

ほ
か
に
利
用
可
能

な
特
定
教
育
・
保
育
施
設

が
あ
っ
て
も
、
特
定
の
保

育
所
等
を
希
望
の
場
合
は
、

待
機
児
童
の
定
義
で
い
く

と
、
待
機
児
童
に
は
当
た

ら
な
い
。

問　

町
長
の
保
育
園
待
機

児
童
の
考
え
方
に
は
異
議

が
あ
る
。

待
機
は
待
機
と
し
て
認
め
、

ど
の
よ
う
に
解
決
す
る
か

が
、
行
政
の
あ
る
べ
き
姿

で
は
な
い
か
と
思
う
が
。

町
長　

個
々
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
ら
れ
る
保
育
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
で
き
る
と
い
う

こ
と
が
最
終
段
階
と
思
う

が
、
最
低
限
、
待
機
児
童

ゼ
ロ
と
い
う
と
こ
ろ
は
維

持
を
さ
せ
て
頂
き
た
い
。

問　

②
平
成
28
年
度
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
受
け
入
れ

状
況
に
つ
い
て
。

健
康
福
祉
日
本
一
の
町
の

取
り
組
み

安
心
・
安
全
の
環
境
を
整

え
る
た
め
の
待
機
者
対
策

は
十
分
に
と
ら
れ
て
い
る

か
。
ま
た
、
働
く
女
性
の

立
場
も
考
慮
し
て
、
時
間

延
長
は
可
能
か
。

子
ど
も
応
援
課
長　

保
護

者
の
就
労
等
の
状
況
を
考

慮
し
た
結
果
、
平
日
希
望

者
１
０
２
名
の
内
、
87
名

の
入
所
決
定
。

長
期
休
業
日
の
受
け
入
れ

は
、
91
名
。

町
長　

高
学
年
の
申
請
に

対
し
て
は
対
応
が
で
き
て

い
な
い
状
況
で
あ
る
。
さ

ま
ざ
ま
な
施
設
を
含
め
た

対
応
を
早
期
に
し
て
い
き

た
い
。
時
間
延
長
に
関
し

て
は
、
今
年
度
に
18
時
30

分
ま
で
延
長
。
状
況
を
見

極
め
た
い
。

問　

高
学
年
だ
か
ら
大
丈

夫
だ
と
い
う
こ
と
は
絶
対

に
な
い
。
社
会
の
中
で
は

大
き
な
事
件
も
起
き
て
い

る
。
特
に
冬
季
期
間
中
は

少
し
時
間
延
長
を
。

町
長　

今
年
度
か
ら
時
間

延
長
の
措
置
を
と
っ
て
い

る
の
で
、
そ
の
検
証
結
果

を
踏
ま
え
て
今
後
の
対
応

を
検
討
す
る
。

問　

①
Ｂ
＆
Ｇ
の
温
水
プ

ー
ル
の
活
用
を
。

高
齢
社
会
の
今
、
い
か
に

健
康
に
暮
ら
し
て
い
く
か
、

誰
も
が
抱
え
る
課
題
と
思

う
。
今
こ
そ
、
介
護
予
防

推
進
政
策
を
早
急
に
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

　

健
康
保
持
の
た
め
、
町

内
病
院
指
導
の
リ
ハ
ビ
リ

と
し
て
Ｂ
＆
Ｇ
温
水
プ
ー

ル
を
使
っ
て
い
た
方
が
多

か
っ
た
よ
う
だ
が
、
現
在

使
用
で
き
な
い
高
齢
者
の

声
と
し
て
、
早
急
な
対
応

を
強
く
願
う
。

教
育
課
長　

温
水
プ
ー
ル

の
中
止
の
理
由
は
、
人
件

費
、
機
械
設
備
等
の
維
持

管
理
費
の
増
大
に
よ
る
費

用
対
効
果
に
よ
る
も
の
。

町
長　

再
活
用
す
る
た
め

に
は
ど
れ
だ
け
の
経
費
、

費
用
対
効
果
、
財
源
、
果

た
し
て
最
終
的
な
手
段
と

し
て
温
水
プ
ー
ル
の
活
用

が
い
い
の
か
検
討
す
る
。

問　

②
高
齢
者
が
利
用
し

や
す
い
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
を
。

　

慰
霊
祭
に
お
参
り
し
た

く
て
も
足
が
不
自
由
で
い

け
な
い
と
、
何
人
も
の
方

か
ら
聞
い
て
い
る
。
何
回

も
、
町
民
の
声
と
し
て
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
を
訴
え

て
い
た
が
、
未
だ
皆
さ
ん

の
声
が
実
現
で
き
て
な
い
。

福
祉
課
長　

新
し
く
な
っ

た
別
館
の
ほ
う
の
利
用
を

推
進
。
費
用
対
効
果
等
を

考
え
て
、
現
状
で
ご
理
解

を
願
い
た
い
。

町
長　

別
館
オ
ー
プ
ン
後

の
平
成
26
年
度
以
降
の
２

階
の
利
用
実
態
を
分
析
す

る
。

問　

慰
霊
祭
が
別
館
で
で

き
る
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る
の

か
。

慰
霊
祭
は
、
車
椅
子
で
も

来
れ
る
よ
う
に
、
斎
場
を

借
り
る
と
か
、
町
民
の
た

め
に
そ
う
い
う
施
策
は
打

ち
出
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長　

差
し
迫
っ
た
慰
霊

祭
は
、
不
便
を
か
け
な
い

よ
う
に
全
力
を
尽
く
す
。

健
康
福
祉
日
本
一

の
町
の
取
り
組
み

（Ｂ＆Ｇプール温水施設）
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問　

学
校
給
食
の
無
料
化

は
、
義
務
教
育
無
償
、
子

ど
も
の
貧
困
、
子
育
て
世

代
の
移
住
・
定
住
促
進
と

い
う
観
点
か
ら
、
そ
の
必

要
性
を
も
と
め
、
こ
れ
ま

で
も
取
り
上
げ
て
来
た
。

　

山
田
町
長
は
、
選
挙
公

約
と
し
て
掲
げ
、
そ
の
実

現
を
約
束
さ
れ
た
。

　

そ
の
実
施
時
期
と
財
源

は
。

町
長　

こ
の
１
年
以
内
に

目
途
を
つ
け
た
い
。
財
源

を
伴
う
も
の
で
、
公
約
の

中
で
は
ふ
る
さ
と
納
税
の

増
収
分
を
充
て
た
い
。

　

た
だ
、
学
校
給
食
の
無

料
化
は
、
恒
久
的
な
措
置

で
あ
り
、
財
源
的
に
も
恒

久
的
な
財
源
が
必
要
。

　

少
し
長
期
的
な
視
点
に

立
っ
て
財
源
の
確
保
に
も

目
途
を
つ
け
た
い
。

問　

完
全
無
料
化
に
必
要

な
金
額
は
、
新
た
に
ど
れ

だ
け
必
要
か
。

こ
ど
も
応
援
課
長　

年
間

新
た
に
約
３
７
０
０
万
円

必
要
。

問　

こ
の
10
年
間
を
見
る

と
、
一
般
会
計
の
繰
越
金

が
２
倍
超
の
２
億
４
千
万

円
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の

中
か
ら
自
由
に
使
え
る
基

金
に
、
10
年
間
で
約
６
億

円
超
積
み
増
し
さ
れ
て
い

る
。

　

こ
う
い
う
財
施
状
況
を

見
た
場
合
、
一
般
財
源
の

中
で
十
分
で
き
る
の
で
は

な
い
か
。

町
長　

差
引
き
残
額
が
あ

る
か
ら
、
こ
れ
で
や
れ
る

と
い
う
の
は
結
果
に
過
ぎ

な
い
。

　

学
校
給
食
完
全
無
料
化

と
い
う
前
提
に
立
て
ば
、

ど
ん
な
と
こ
ろ
か
ら
で
も

財
源
は
も
っ
て
く
る
と
い

う
こ
と
で
あ
り
ま
し
て
、

私
な
り
に
は
、
ふ
る
さ
と

納
税
の
活
用
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。

問　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
な
理
解
を
さ
れ
て

い
る
か
。

　

国
会
で
の
批
准
を
中
止

し
、
協
定
か
ら
の
脱
退
を

求
め
る
こ
と
が
、
江
北
町

の
農
業
を
守
る
原
点
で
は

な
い
か
。

　

政
府
が
進
め
る
規
模
拡

大
に
限
定
し
な
い
で
、
家

族
経
営
、
兼
業
、
有
機
農

業
な
ど
多
様
な
農
業
支
援

で
、
農
地
と
環
境
保
全
を

図
る
べ
き
だ
。

　

臨
鉱
ポ
ン
プ
基
金
の
運

用
益
の
一
部
を
農
業
へ
の

支
援
に
活
用
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

町
長　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
つ
い
て
、

江
北
町
に
お
い
て
も
、
農

業
人
口
の
減
少
、
高
齢
化

や
農
業
所
得
の
減
少
と
今

日
の
農
業
情
勢
を
考
え
る

と
到
底
受
け
入
れ
が
た
い
。

　

本
町
の
集
落
営
農
組
織

は
、
作
付
品
種
の
団
地
化

や
機
械
共
同
利
用
に
よ
る

生
産
コ
ス
ト
の
低
減
へ
の

取
り
組
み
を
通
じ
て
農
業

所
得
の
維
持
向
上
に
寄
与

し
て
い
る
。

　

事
業
目
標
年
度
が
28
年

ま
で
と
な
っ
て
お
り
、
こ

れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
維

持
し
、
さ
ら
に
発
展
、
高

度
化
さ
せ
る
よ
う
な
法
人

化
計
画
に
沿
っ
た
取
り
組

み
を
続
け
て
い
き
た
い
。

　

臨
鉱
ポ
ン
プ
の
運
用
益

の
一
部
活
用
に
つ
い
て
は
、

軽
々
に
判
断
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。

土
渕
茂
勝　

議
員

この１年以内にめどをつけたい町長

学校給食完全無料化の公約実現
の時期と財源について問う！

町
長　

到
底
受
け
入
れ
が
た
い

環
太
平
洋
連
携
協
定（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）

国
の
批
准
に
つ
い
て
問
う
！

江北小学校卒業式



一
般
質
問

議会だより議会だより

16広
報こうほく 議会だより

問　

こ
れ
か
ら
の
教
育
に

対
し
て
の
考
え
、
思
い
は
。

町
長　

子
ど
も
達
は
未
来

の
担
い
手
で
あ
り
、
町
の

宝
で
す
。
町
づ
く
り
は
人

づ
く
り
、
一
番
根
幹
を
な

す
も
の
が
教
育
で
あ
り
、

子
育
て
、
教
育
は
こ
れ
ま

で
以
上
に
充
実
を
図
っ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

問　

小
１
プ
ロ
ブ
レ
ム

（
入
学
し
た
ば
か
り
で
、

集
団
行
動
が
と
れ
な
い
、

授
業
中
に
座
っ
て
い
ら
れ

な
い
等
）
や
、
中
１
ギ
ャ

ッ
プ
（
入
学
し
た
時
に
学

習
内
容
や
生
活
リ
ズ
ム
の

変
化
に
な
じ
む
こ
と
が
で

き
な
い
、
い
じ
め
で
不
登

校
に
な
る
等
）
の
現
象
が

起
き
て
い
る
が
。

町
長　

小
１
の
壁
・
中
１

の
壁
と
も
言
わ
れ
、
小
１

は
幼
保
小
連
携
、
中
１
は

小
中
連
携
が
必
要
で
あ
り
、

教
育
委
員
会
に
も
更
な
る

連
携
を
期
待
し
て
い
る
。

問　

小
中
一
貫
教
育
の
導

入
と
学
校
施
設
の
在
り
方

に
つ
い
て
の
考
え
は
。

町
長　

小
中
一
貫
教
育
を

導
入
す
る
と
言
う
必
要
性

の
認
識
は
な

い
。
教
育
委

員
会
の
議
論
、

検
討
を
待
ち

た
い
。

問　

我
が
町

で
の
小
・
中

学
校
の
教
職

員
の
現
状
は
。

教
育
長　

小

中
両
方
の
免

許
状
を
持
っ

て
い
る
の
は
、

小
学
校
が
45.5

％
、
中
学
校
が
15.8
％
で
あ

る
。

問　

小
中
一
貫
校
で
あ
る

大
町
の
現
状
は
。

教
育
長　

大
町
の
ひ
じ
り

学
園
は
、
素
晴
ら
し
い
校

舎
で
仲
良
く
学
習
し
て
い

る
雰
囲
気
で
あ
り
、
各
教

室
の
ス
ペ
ー
ス
も
広
い
し
、

職
員
間
も
一
つ
の
部
屋
で

交
流
が
で
き
て
い
る
と
い

う
プ
ラ
ス
面
が
見
え
た
。

実
際
の
中
身
は
、
数
年
経

た
な
い
と
結
果
は
出
て
こ

な
い
と
思
う
。

　

し
か
し
我
が
町
も
、
小

中
連
携
を
持
ち
な
が
ら
、

会
合
で
意
見
交
換
を
し
、

一
貫
校
が
進
め
て
い
る
こ

と
の
研
究
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

問　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
整
備
計
画
で
、

中
学
校
を
全
学
級
に
可
動

式
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
が
、
28
年

度
ま
で
に
整
備
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
が
。

教
育
課
長　

全
教
室
に
電

子
黒
板
が
設
置
さ
れ
て
い

る
の
で
、
移
動
用
の
無
線

Ｌ
Ａ
Ｎ
で
対
応
が
で
き
る
。

問　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
を
利
用
し

た
今
後
の
指
導
法
及
び
取

組
み
は
。

町
長　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
利
活
用

は
、
教
育
の
推
進
に
必
要

性
を
感
じ
て
い
る
が
、
義

務
教
育
は
ナ
シ
ョ
ナ
ル
サ

ー
ビ
ス
で
あ
り
、
日
本
全

体
同
じ
サ
ー
ビ
ス
が
行
わ

れ
る
べ
し
と
思
っ
て
い
て
、

特
に
個
性
を
出
す
考
え
は

今
の
と
こ
ろ
な
い
。

問　

平
成
27
年
４
月
よ
り
、

教
育
委
員
会
の
改
革
が
行

わ
れ
、
教
育
行
政
に
お
け

る
責
任
体
制
及
び
委
員
会

の
自
主
的
活

動
の
明
確
化

が
求
め
ら
れ

て
く
る
と
思

う
。

町
長　

今
回

の
制
度
改
正

で
首
長
の
関

与
が
一
定
認

め
ら
れ
、
権

限
が
強
化
さ

れ
る
だ
け
で

は
な
く
制
度

そ
の
も
の
は

維
持
さ
れ
る
。

　

教
育
行
政
と
は
、
一
義

的
に
教
育
委
員
会
で
検
討
、

運
営
さ
れ
る
べ
き
も
の
だ

と
い
う
の
が
基
本
的
考
え

方
。

問　

武
雄
市
が
実
施
し
て

い
る
ス
マ
イ
ル
学
習
（
反

転
学
習
）
に
つ
い
て
の
評

価
及
び
考
え
方
は
。

町
長　

あ
え
て
今
の
段
階

で
江
北
町
が
、
取
り
組
む

必
要
は
な
い
と
思
っ
て
い

る
。

池
田
和
幸　

議
員

教育行政とは、一義的に教育委員会で検討、運営されるべき
ものだというのが私の基本的な考え方。

町長

これからの教育の在り方と
地方教育行政について

江北小学校

江北中学校
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問
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17 広
報こうほく 議会だより

問　

駅
北
口
の
歩
道
の
整

備
が
さ
れ
て
お
ら
ず
、
こ

の
歩
道
は
通
学
路
と
な
っ

て
お
り
、
駅
ま
で
手
押
し

カ
ー
ト
を
押
し
て
歩
く
高

齢
者
の
方
や
ベ
ビ
ー
カ
ー

を
押
し
て
歩
く
夫
人
の
方

も
い
ら
っ
し
ゃ
る
。
早
急

な
対
応
を
お
願
い
し
た
い
。

ま
た
数
年
前
に
は
死
亡
事

故
も
発
生
し
て
い
る
こ
と

か
ら
今
後
の
整
備
計
画
の

具
体
的
な
取
り
組
み
を
聞

き
た
い
。

町
長　

北
口
前
面
の
県
道

に
つ
い
て
は
現
在
県
と

様
々
な
協
議
を
し
て
い
る
。

北
口
東
側
の
建
物
等
の
所

有
者
も
し
く
は
権
利
者
の

方
た
ち
か
ら
の
事
業
の
協

力
の
同
意
も
頂
い
て
い
る
。

そ
れ
を
受
け
て
、
来
年
度
、

県
の
ほ
う
で
改
修
の
調
査

費
を
予
算
と
し
て
計
上
さ

れ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

こ
こ
か
ら
安
全
対
策
と
し

て
前
面
の
道
路
、
歩
道
の

一
部
改
良
に
な
ろ
う
か
と

思
う
。

問　

町
長
が
考
え
る
肥
前

山
口
駅
の
に
ぎ
わ
い
と
は
。

町
長　

今
か
ら
三
十
年
ほ

ど
前
、
駅
の
中
に
売
店
が

あ
り
、
周
辺
に
は
商
店
や

マ
ー
ケ
ッ
ト
が
あ
っ
た
。

町
の
皆
さ
ん
が
駅
を
利
用

し
多
数
の
方
が
行
き
交
う

に
ぎ
わ
い
を
つ
く
っ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

地
方
創
生
の
時
代
と
い
う

こ
と
も
あ
る
か
ら
、
町
の

玄
関
口
で
あ
る
肥
前
山
口

駅
を
近
隣
の
皆
様
に
集
ま

っ
て
い
た
だ
く
よ
う
な
も

の
を
町
民
の
皆
様
か
ら
も

い
ろ
ん
な
意
見
や
ア
イ
デ

ア
を
出
し
て
い
た
だ
き
な

が
ら
、
開
発
の
イ
メ
ー
ジ

を
町
民
皆
さ
ん
で
共
有
し

て
い
き
た
い
。

問　

公
約
に
あ
る
健
康
福

祉
日
本
一
、
健
康
ポ
イ
ン

ト
還
元
制
度
の
具
体
的
な

内
容
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

町
長　

健
康
で
長
生
き
は

町
民
す
べ
て
の
願
い
で
あ

る
と
思
っ
て
い
る
。
ま
た

近
年
は
全
国
的
に
健
康
志

向
の
高
ま
り
が
見
ら
れ
る
。

そ
の
中
で
、
町
民
の
皆
さ

ん
の
健
康
づ
く
り
を
応
援

し
、
健
康
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
た
だ
く
き
っ
か

け
づ
く
り
で
こ
の
制
度
を

提
唱
し
た
。

　

そ
の
内
容
は
、
各
種
の
健

康
診
断
を
受
診
し
て
い
た

だ
い
た
時
や
、
ラ
ジ
オ
体

操
、
町
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ

ン
ト
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
等

健
康
づ
く
り
に
役
立
つ
よ

う
な
活
動
を
さ
れ
た
と
き

に
、
自
分
で
管
理
を
し
て

い
た
だ
き
健
康
ポ
イ
ン
ト

カ
ー
ド
に
ス
タ
ン
プ
を
押

す
。
こ
の
ポ
イ
ン
ト
が
一

定
貯
ま
る
と
商
工
会
や
関

係
事
業
者
の
方
に
も
協
力

を
い
た
だ
い
て
、
一
定
の

商
品
等
に
還
元
で
き
る
仕

組
み
作
り
。

問　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
に
健
康
ポ
イ
ン
ト
カ
ー

ド
を
導
入
で
き
な
い
か
。

町
長　

現
在
私
の
知
る
限

り
で
は
そ
れ
を
導
入
し
て

い
る
自
治
体
は
存
じ
上
げ

な
い
。
健
康
ポ
イ
ン
ト
カ

ー
ド
は
あ
く
ま
で
も
自
己

管
理
の
た
め
の
ポ
イ
ン
ト

制
度
で
あ
る
か
ら
、
気
軽

さ
、
取
り
組
み
や
す
さ
と

い
う
の
が
成
功
の
鍵
だ
と

思
う
。
そ
れ
を
考
え
る
と

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
導
入
す

る
の
は
趣
旨
が
違
う
と
考

え
て
い
る
。
た
だ
健
康
ポ

イ
ン
ト
還
元
制
度
を
導
入

す
る
こ
と
そ
の
も
の
が
目

的
で
は
な
く
、
健
康
ポ
イ

ン
ト
還
元
制
度
を
導
入
す

る
こ
と
で
町
民
の
皆
さ
ん

の
健
康
が
増
進
さ
れ
る
、

ひ
い
て
は
医
療
費
の
削
減

ま
で
で
き
れ
ば
と
思
っ
て

お
り
実
効
性
の
あ
る
制
度

に
し
て
い
き
た
い
。

金
丸
祐
樹　

議
員

安全対策の面から動き出していく町長

肥前山口駅北口の再開発
～歩道の整備　にぎわい復活～

公
約
の
健
康
ポ
イ
ン
ト
還
元
制
度
と
は

歩道の無い駅北口の通学路

町の玄関口 肥前山口駅



一
般
質
問

議会だより議会だより

18広
報こうほく 議会だより

田
中
宏
之　

議
員

早急に取り組みたい。６月議会で補正予算を組み
議会の承認を得て体制を

町長

問　

ふ
る
さ
と
納
税
の
取

組
み
に
つ
い
て
は
昨
年
の

９
月
議
会
で
質
問
し
た
が
、

そ
の
時
の
答
弁
は
検
討
し

た
い
に
留
ま
っ
て
い
た
。

今
期
町
長
も
変
わ
り
山
田

町
長
自
身
も
ふ
る
さ
と
納

税
の
取
組
み
に
つ
い
て
は

公
約
の
１
つ
に
掲
げ
ら
れ

て
い
る
が
、
い
つ
頃
か
ら
、

ど
う
い
っ
た
方
法
で
ど
ん

な
体
制
で
取
り
組
む
の
か

お
尋
ね
し
た
い
。

町
長　

時
期
と
し
て
は
、

私
が
常
日
頃
申
し
上
げ
て

い
る
今
ま
さ
に
地
方
創
生

の
時
代
で
あ
る
。「
株
式

会
社
江
北
町
」
と
い
う
こ

と
で
い
け
ば
、
町
の
収
入

源
の
確
保
と
資
金
調
達
と

い
う
観
点
か
ら
も
早
急
に

取
り
組
み
た
い
。
方
法
と

し
て
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
の
広
報
と
ク
レ
ジ
ッ

ト
決
済
の
導
入
そ
し
て
こ

れ
は
役
所
だ
け
で
は
出
来

る
事
で
は
な
い
。
ま
さ
に

１
万
人
総
参
加
、
総
活
躍

で
町
内
の
い
ろ
ん
な
関
係

団
体
、
関
係
事
業
所
、
関

係
者
の
皆
様
に
も
ご
協
力

を
い
た
だ
き
魅
力
あ
る
返

礼
品
を
確
保
し
て
い
き
た

い
。
次
の
６
月
議
会
で
補

正
予
算
と
し
て
必
要
な
経

費
を
計
上
し
承
認
を
い
た

だ
き
体
制
を
整
え
た
い
。

問　

私
ど
も
産
業
常
任
委

員
会
と
し
て
も
昨
年
11
月

に
先
進
地
の
視
察
に
行
っ

た
。
そ
の
時
の
担
当
者
の

話
に
よ
る
と
立
ち
上
げ
当

時
は
担
当
職
員
は
土
日
は

も
ち
ろ
ん
寝
る
間
も
な
い

く
ら
い
忙
し
か
っ
た
と
い

う
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
う

い
っ
た
人
的
な
体
制
は
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
。

町
長　

こ
こ
ま
で
全
国
的

な
取
り
組
み
が
盛
ん
に
な

っ
て
い
る
中
、
民
間
の
サ

ー
ビ
ス
も
各
種
出
て
き
て

い
る
。
こ
の
民
間
の
サ
ー

ビ
ス
を
活
用
す
る
事
も
含

め
職
員
に
過
度
な
負
担
に

な
ら
な
い
よ
う
な
人
的
な

体
制
を
整
え
た
い
。

ふるさと納税について

問　

我
が
町
の
基
幹
産
業

と
い
え
ば
農
業
で
あ
る
。

こ
こ
最
近
米
価
の
下
落
、

そ
れ
に
加
え
生
産
資
材
の

高
騰
、
特
に
価
格
の
高
い

農
業
機
械
等
は
今
度
の
消

費
税
の
値
上
が
り
も
大
き

く
影
響
す
る
。
そ
れ
で
も

農
家
の
皆
さ
ん
は
日
本
の

食
と
農
地
を
守
る
為
必
死

で
頑
張
っ
て
い
る
。
そ
ん

な
農
家
の
皆
さ
ん
の
お
手

伝
い
が
行
政
と
し
て
何
か

で
き
な
い
か
。
町
長
は
農

談
会
の
お
り
不
陸
調
整
に

つ
い
て
も
触
れ
ら
れ
て
い

ま
し
た
が
、
何
ら
か
の
手

助
け
は
で
き
な
い
か
。

町
長　

農
業
の
振
興
な
く

し
て
は
江
北
町
の
振
興
は

な
い
も
の
と
考
え
て
い

る
。
た
だ
、
農
政
と
い
う

分
野
で
考
え
る
と
ど
う
し

て
も
国
、
県
の
政
策
に

引
っ
張
ら
れ
る
事
が
多
い

の
も
事
実
で
あ
る
。
し
か

し
、
今
か
ら
は
地
方
創
生

の
時
代
、
行
政
と
し
て
も

農
業
者
の
皆
さ
ん
の
お
手

伝
い
、
支
援
と
い
う
事
を

進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
思
う
。
私
自
身
も
含
め

役
場
職
員
が
現
場
に
出
て

行
き
直
接
農
業
者
と
向
き

合
い
意
見
交
換
、
情
報
交

換
を
行
い
そ
の
声
を
き
っ

ち
と
国
、
県
に
届
け
る
事

が
大
事
だ
と
思
う
。
不
陸

調
整
に
し
て
も
国
、
県
の

補
助
事
業
は
ど
う
い
っ
た

点
が
そ
ぐ
わ
な
い
の
か
良

く
検
証
し
使
い
勝
手
の
良

い
制
度
に
改
良
し
て
も
ら

え
る
よ
う
に
関
係
機
関
に

訴
え
て
い
く
。
こ
う
い
っ

た
事
も
必
要
じ
ゃ
な
い
か

と
考
え
て
い
る
。
も
ち
ろ

ん
そ
う
い
う
場
面
で
は
私

自
身
が
先
頭
に
立
ち
声
を

上
げ
て
い
く
所
存
で
あ

る
。

農
業
経
営
に
対
し
て

支
援
は
で
き
な
い
か

町
長 

行
政
と
し
て
も
出

来
る
限
り
の
支
援
も
し
く

は
関
与
を
し
て
い
き
た
い
。

不陸調整を行う大型農業機械
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歳
入　

問　

使
用
料
及
び
手
数
料
、

土
木
使
用
料
、
住
宅
使
用

料
に
関
し
て
、
上
小
田
住

宅
の
管
理
費
と
駐
車
場
使

用
料
の
内
容
の
説
明
を
。

財
政
係
課
長
補
佐　

入
居

者
の
所
得
に
応
じ
て
使
用

料
で
算
定
。
新
規
住
宅
は

使
用
料
も
高
額
に
な
る
の

で
、
そ
の
分
の
激
変
緩
和

措
置
で
、
予
算
を
計
上
。

駐
車
場
使
用
料
は
、
１
台

目
が
１
，
０
０
０
円
、
２

台
目
以
降
は
２
，
０
０
０

円
。
95
台
分
の
駐
車
場
使

用
料
を
計
上
。
社
会
資
本

整
備
総
合
交
付
金
の
公
的

賃
貸
住
宅
家
賃
低
廉
化
事

業
は
、
今
回
入
居
さ
れ
た

方
の
使
用
料
の
差
額
に
交

付
金
が
45
％
入
る
。
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
交
付
金

は
、
一
時
預
か
り
事
業
と

し
て
３
分
の
１
の
補
助
金

が
入
る
予
定
で
算
定
。
商

店
街
再
活
性
化
推
進
事
業

費
補
助
金
は
、
県
の
助
成

金
が
２
分
の
１
、
２
分
の

１
は
一
般
財
源
。
平
成
27

年
６
月
補
正
で
歳
入
を
計

上
し
て
い
る
の
で
、
予
算

は
ゼ
ロ
で
新
規
事
業
と
な

る
。

問　

上
小
田
の
活
性
化
委

員
会
は
、
３
年
の
区
切
り

で
、
協
力
隊
の
１
人
が
や

め
ら
れ
る
が
、
今
後
の
運

営
は
。

町
長　

上
小
田
地
区
の
振

興
は
、
継
続
し
て
い
く
。

問　

過
疎
地
域
自
立
促
進

特
別
事
業
債
の
説
明
を
。

財
政
係
課
長
補
佐　

３
，
５
０
０
万
円
の
内
訳

は
、
町
内
循
環
バ
ス
の
運

行
補
助
に
３
０
０
万
円
、

生
活
交
通
路
線
運
行
補
助

金
に
３
０
０
万
円
、
い
き

が
い
対
応
サ
ー
ビ
ス
事
業

に
３
０
０
万
円
、
高
齢
者

祝
い
金
支
給
に
４
０
０
万

円
、
子
育
て
支
援
事
業
と

し
て
学
校
給
食
費
の
助
成

に
８
０
０
万
円
、
出
生
祝

い
金
に
２
５
０
万
円
、
小

中
学
生
の
医
療
費
助
成
事

業
に
１
，
１
５
０
万
円
。

問　

新
町
長
は
今
後
新
幹

線
関
係
の
会
議
に
出
席
さ

れ
る
か
。

町
長　

江
北
町
と
し
て
も

様
々
な
議
論
を
進
め
て
行

か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

思
う
。
議
論
を
す
る
上
で

も
情
報
が
必
要
な
の
で
、

積
極
的
に
参
加
す
る
。

問　

ビ
ッ
キ
ー
ふ
れ
あ
い

ま
つ
り
実
行
委
員
会
補
助

金
は
、
民
間
主
導
型
か
ら

行
政
主
導
型
に
な
っ
た
。

祭
り
の
在
り
方
と
し
て
町

長
の
考
え
は
。

町
長　

行
政
の
得
意
分
野

と
民
間
活
力
、
官
民
共
同

で
。

問　

地
域
活
性
化
事
業
の

取
り
組
み
は
地
域
へ
の
Ｐ

Ｒ
不
足
で
は
な
い
か
。
ま

た
、
事
業
の
見
直
し
を
。

企
画
係
課
長
補
佐　

今
後

は
、
商
工
会
と
も
協
議
を

し
、
新
商
品
の
開
発
や
人

材
育
成
に
取
り
組
む
。

問　

地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
賃
金
の
見
直
し
を
。

企
画
係
課
長
補
佐　

総
務

省
の
制
度
で
、
２
０
０
万

円
の
賃
金
と
２
０
０
万
円

の
活
動
費
。今
後
検
討
す
る
。

問　

地
域
活
性
化
支
援
業

務
委
託
の
進
め
方
は
。

企
画
係
課
長
補
佐　

国
の

特
別
交
付
税
算
入
が
あ
り
、

平
成
25
年
度
か
ら
27
年
度

ま
で
の
３
ヶ
年
。

問
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
」
の
事
業
と
、
地
域
活

性
化
事
業
は
内
容
的
に
は

同
じ
な
の
で
、
１
本
化
し

全
体
で
見
直
し
を
。

企
画
係
課
長
補
佐　

町
長

と
協
議
す
る
。

問　

地
域
お
こ
し
協
力
隊

は
、
来
年
度
も
事
業
を

や
っ
て
い
く
意
思
が
あ
る

の
か
。

企
画
係
課
長
補
佐　

２
名

い
る
が
、
１
名
は
継
続
。

も
う
１
名
は
や
め
ら
れ
る

の
で
、
募
集
中
。

問　

地
域
活
性
化
補
助
金

の
説
明
で
は
、
人
材
育
成

と
新
商
品
の
開
発
と
あ
っ

た
。

町
長
は
ど
の
様
に
持
っ
て

い
き
た
い
の
か
。

町
長　

制
度
を
作
っ
て
終

わ
り
で
は
な
く
使
っ
て
い

た
だ
く
努
力
も
必
要
な
の

で
、
周
知
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い

き
た
い
。

一
般
会
計
予
算 

Ｑ
＆
Ａ

一般会計及び特別会計歳入歳出予算審議
平成28年度予算　特別委員会において

審議の結果、賛成多数で可決

28年度 当初予算額 40億800万円、
27年度より9億6,900万円(19.5％)の減
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問　

交
通
安
全
対
策
事
業

で
、
体
制
を
作
り
、
江
北

町
か
ら
旗
揚
げ
し
て
い
く

事
が
緊
急
の
課
題
で
は
。

町
長　

体
制
に
つ
い
て
検

討
す
る
。

問　

会
計
管
理
費
の
中
の

手
数
料
の
説
明
を
。

総
務
企
画
課
長　

役
場
内

の
派
出
銀
行
員
に
対
価
を

支
払
う
予
定
。

町
長　

会
計
室
の
手
数
料

は
、
県
の
市
長
会
、
町
村

会
で
協
議
の
結
果
、
一
部

の
人
件
費
を
手
数
料
と
い

う
形
で
各
自
治
体
が
負
担

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

問　

Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
を
早

め
に
交
換
を
。

総
務
企
画
課
長　

取
り
換

え
は
Ｌ
Ｅ
Ｄ
。
新
規
も
Ｌ

Ｅ
Ｄ
で
、
蛍
光
灯
の
取
換

え
は
考
え
て
い
な
い
。

問　

Ｍ
Ｃ
Ａ
無
線
は
、
電

波
の
状
況
が
悪
い
。
見
直

し
を
。

町
長　

調
査
・
研
究
・
検

証
を
す
る
。

問　

ひ
と
り
暮
ら
し
老
人

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
事
業

は
。

介
護
保
険
係
長　

65
歳
以

上
か
つ
独
居
の
希
望
者
に

設
置
し
て
い
る
。
新
規
設

置
は
年
間
約
10
件
。

問　

中
学
校
卒
業
祝
い
金

支
給
事
業
の
う
ち
、
県
立

中
学
校
の
卒
業
生
に
支
給

で
き
な
い
か
。

町
長　

様
々
な
議
論
が

あ
っ
た
こ
と
は
承
知
し
て

い
る
。
再
度
検
証
す
る
。

問　

発
達
障
害
専
門
教
諭

の
設
置
に
つ
い
て
の
考
え

は
。

町
長　

今
後
、
対
応
し
て

い
き
た
い
。

問　

地
域
グ
ル
ー
プ
支
援

事
業
謝
金
に
つ
い
て
。

福
祉
課
長　

独
居
老
人
に

対
す
る
毎
日
一
回
声
か
け

を
行
っ
て
い
た
だ
く
た
め

福
祉
連
絡
員
を
設
け
、
年

間
６
千
円
の
謝
金
。

問　

ピ
ロ
リ
菌
予
防
に
取

り
組
む
考
え
は
あ
る
か
。

保
健
係
長　

検
査
は
、
国

保
の
対
象
者
し
か
町
が
関

与
で
き
な
い
の
で
、
検
討

す
る
。

問　

竹
林
伐
採
は
来
年
度

実
施
す
る
の
か
。

産
業
課
長　

平
成
28
年
度

は
、
東
側
部
分
を
計
画
。

問　

桜
山
の
除
草
と
忠
霊

塔
の
管
理
は
。

産
業
課
長　

徐
草
は
散
策

路
の
草
刈
り
、
管
理
は
年

２
回
、
業
者
に
依
頼
し
て

い
る
。

問　

農
産
加
工
所
の
利
用

は
誰
で
も
で
き
る
か
。
６

次
産
業
に
つ
い
て
の
町
長

の
考
え
は
。

町
長　

６
次
産
業
は
公
約

で
も
あ
り
推
進
す
る
、
加

工
所
も
必
要
と
考
え
て
い

る
。

問　

鳴
江
公
園
除
草
委
託

に
つ
い
て
、
虫
等
の
駆
除

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

建
設
課
長
補
佐　

害
虫
消

毒
に
つ
い
て
は
、
年
２
回

の
定
期
的
な
実
施
。

週
１
回
見
回
り
を
し
て
、

対
応
し
て
い
る
。

問　

消
防
団
女
性
防
火
ク

ラ
ブ
の
位
置
づ
け
が
明
確

で
な
い
。

町
長　

他
の
市
町
の
状
況

を
見
て
今
後
検
討
す
る
。

問　

空
き
家
対
策
事
業
で
、

今
後
の
取
り
組
み
は
。

町
長　

空
き
家
の
除
去
に

は
時
間
を
要
す
る
。
地
権

者
と
の
協
議
の
状
況
に

よ
っ
て
は
変
動
す
る
為
、

理
解
を
。

問　

東
分
～
祖
子
分
線
の

安
全
柵
は
。

建
設
課
長
補
佐　

国
に
要

望
し
て
い
る
の
で
、
連
絡

が
あ
り
次
第
計
上
し
た
い
。

歳
出

問　

江
北
町
史
は
、
３
村

合
併
50
周
年
、
町
制
施
行

30
周
年
を
記
念
し
て
発
行
。

続
編
が
必
要
で
は
な
い
か
。

町
長　

江
北
町
民
の
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
ー
と
し
て
町
の

歴
史
を
知
り
、
後
世
に
つ

な
げ
て
い
く
こ
と
は
、
大

事
な
こ
と
で
あ
り
、
町
政

施
行
70
周
年
の
節
目
の
年

に
、
検
討
す
る
。

問　

社
会
教
育
総
務
費
の

婦
人
会
補
助
金
と
Ｐ
Ｔ
Ａ

育
友
会
補
助
金
は
、
県
全

体
を
見
て
も
補
助
が
少
な

い
。
各
種
団
体
に
対
す
る

補
助
の
考
え
に
つ
い
て
。

町
長　

婦
人
会
を
は
じ
め
、

町
内
の
各
種
団
体
の
町
政

に
対
す
る
貢
献
度
、
町
民

の
期
待
度
、
行
政
の
依
存

度
は
、
他
の
市
町
と
比
較

し
て
劣
る
も
の
で
は
な
い

と
思
っ
て
い
る
。

問　

体
育
施
設
費
で
、
Ｂ

＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
の
ト

イ
レ
改
修
に
つ
い
て
、
そ

の
後
の
検
討
は
。

教
育
課
長　

優
先
順
位
や

緊
急
性
等
を
考
慮
し
、
６

月
補
正
予
算
で
計
上
す
る
。

問　

小
学
校
管
理
費
の
日

本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン

タ
ー
負
担
金
の
増
額
の
理

由
は
。

Ａ　

教
育
課
長
補
佐　

単

　

価
は
９
４
５
円
、
生
徒

数
は
５
６
９
名
分
を
計
上
。

問　

教
材
器
具
費
に
つ
い

て
。

Ａ　

ボ
ー
ド
22
台
分
。

問　

以
前
は
人
権
と
同
和

が
分
か
れ
て
い
た
が
、
今

回
同
じ
区
分
と
な
っ
た
理

由
は
。

教
育
課
係
長　

２
０
０
２

年
に
同
和
対
策
関
連
法
が

廃
止
さ
れ
、
人
権
・
同
和

と
い
う
名
称
が
使
用
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

問　

要
保
護
及
び
準
要
保

護
児
童
援
助
費
に
つ
い
て
。

教
育
課
長　

平
成
28
年
度

は
、
こ
れ
ま
で
の
実
績
を

踏
ま
え
、
53
名
分
の
計
上
。

問　

正
職
員
を
削
減
し
、

臨
時
職
員
を
増
員
し
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。

総
務
企
画
課
長　

臨
時
職

員
は
代
替
要
員
や
学
校
図

書
司
書
、
用
務
員
等
の
職

務
。

町
長　

職
員
が
や
る
べ
き

職
務
の
洗
い
出
し
等
が
必

要
。
今
後
も
適
正
な
定
員

管
理
に
努
め
る
。

問　

高
砂
運
動
広
場
管
理

費
で
、
フ
ェ
ン
ス
の
支
柱

が
腐
食
し
て
い
る
。
降
り

口
付
近
の
ス
ロ
ー
プ
の
改

修
と
ト
イ
レ
の
水
洗
化
に

つ
い
て
も
考
え
て
ほ
し
い
。

教
育
課
長　

施
設
の
改
修

に
つ
い
て
は
計
画
的
に
実

施
す
る
。

問　

幼
稚
園
就
園
奨
励
費

で
、
平
成
28
年
度
に
新
た

に
予
算
計
上
さ
れ
て
い
る

が
。

子
ど
も
応
援
課
主
査　

私

学
助
成
で
運
営
す
る
園
は
、
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無
資
力
臨
港
ポ
ン
プ
等
維

持
管
理
事
業

問　

工
事
請
負
費
に
つ
い

て
詳
し
く
説
明
を
。

建
設
課
長
補
佐　

城
ノ
井

排
水
施
設
、
東
古
川
排
水

施
設
及
び
朽
木
排
水
施
設

の
真
空
ポ
ン
プ
ラ
イ
ン
の

弁
の
取
り
替
え
工
事
。

問　

管
理
業
務
委
託
料
に

つ
い
て
詳
し
い
説
明
を
。

建
設
課
長
補
佐　

塵
芥
等

の
処
理
を
専
門
業
者
に
委

託
す
る
も
の
。

建
設
課
長
補
佐　

点
検
整

備
委
託
料
は
、
雨
期
前
に

エ
ン
ジ
ン
と
ポ
ン
プ
の
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
を
委
託
す
る

も
の
。
管
理
業
務
委
託
料

は
、
施
設
全
体
の
管
理
。

問　

工
事
請
負
費
や
委
託

料
は
、
主
要
事
業
説
明
資

料
に
記
載
す
べ
き
で
は
。

建
設
課
長
補
佐　

今
後
は

記
載
す
る
。

問　

今
後
の
更
新
計
画
の

資
料
と
議
員
へ
の
説
明
を
。

建
設
課
長　

資
料
の
提
供

と
説
明
会
を
実
施
す
る
。

問　

臨
鉱
ポ
ン
プ
の
基
金

は
原
則
と
し
て
他
に
は
使

え
な
い
と
い
う
こ
と
を
改

め
て
認
識
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

町
長　

そ
れ
ぞ
れ
目
的
を

持
っ
た
基
金
な
の
で
、
他

へ
活
用
す
る
と
い
う
こ
と

は
軽
々
に
判
断
す
べ
き
で

は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

（
賛
成
多
数
）

国
民
健
康
保
険
事
業

問　

検
診
の
受
診
率
は
ど

の
く
ら
い
か
。
ま
た
、
今

後
の
目
標
数
値
は
。

保
健
係
長　

平
成
26
年
度

の
受
診
率
は
、
40
・
９
％
。

平
成
28
年
度
は
55
％
の
受

診
率
を
目
指
し
て
い
る
。

問　

疾
病
予
防
の
た
め
の

事
業
は
考
え
て
い
な
い
か
。

福
祉
課
長　

介
護
保
険
事

業
で
は
高
齢
者
を
対
象
に

予
防
教
室
を
行
っ
て
い
る
。

問　

ト
リ
ム
体
操
や
３
Ｂ

体
操
な
ど
健
康
を
目
的
と

し
て
活
動
を
し
て
い
る
団

体
が
あ
る
。
今
後
の
検
討

課
題
と
し
て
、
団
体
の
使

用
料
の
免
除
・
減
免
に
つ

い
て
考
慮
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

福
祉
課
長　

他
市
町
の
状

況
を
調
査
す
る
。

問　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
薬
品

に
つ
い
て
は
。

福
祉
課
長　

費
用
抑
制
の

た
め
に
推
奨
し
て
い
き
た

い
。

（
賛
成
多
数
）

後
期
高
齢
者
医
療

問　

後
期
高
齢
者
医
療
の

該
当
者
数
は
。

福
祉
課
長　

２
月
末
現
在

で
１
，
４
４
０
名
。

問　

後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
納
付
金
の
財
源
内

訳
に
そ
の
他
と
あ
る
が
、

詳
し
い
説
明
を
。

福
祉
課
長　

保
険
基
盤
安

定
繰
入
金
と
し
て
、
広
域

連
合
に
納
付
す
る
も
の
。

（
賛
成
多
数
）

水
道
事
業

問　

佐
賀
西
部
広
域
水
道

企
業
団
用
水
受
水
費
の
料

金
引
き
下
げ
は
。

環
境
課
長　

平
成
28
年
度

～
平
成
30
年
度
ま
で
の
３

年
間
。
ト
ン
当
た
り
66
円

か
ら
62
円
に
引
き
下
げ
る
。

問　

給
水
収
益
が
年
々

減
っ
て
い
る
が
理
由
は
何

か
。

環
境
課
長　

人
口
減
と
節

水
器
具
の
普
及
を
見
越
し

て
計
上
し
て
い
る
。

問　

１
月
末
の
大
雪
に
よ

る
漏
水
の
量
は
ど
の
く
ら

い
か
。

環
境
課
長　

約
６
，
０
０

０
ト
ン
。

問　

水
道
管
の
更
新
時
期

の
把
握
は
し
て
い
る
の
か
。

環
境
課
長　

漏
水
等
が
あ

っ
た
場
合
に
随
時
修
繕
を

行
っ
て
い
る
。（

賛
成
多
数
）

下
水
道
事
業

問　

江
北
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
増
設
の
計
画
は
。

環
境
課
長
補
佐　

人
口
減

等
を
見
越
し
て
４
期
工
事

で
止
め
て
い
る
。
当
面
は

増
設
の
計
画
は
な
い
。

問　

佐
留
志
地
区
農
業
集

落
排
水
事
業
の
真
空
枡
警

報
装
置
改
良
費
に
つ
い
て
。

環
境
課
長
補
佐　

無
線
式

に
交
換
予
定
。

問　

施
設
の
修
繕
費
が
計

上
さ
れ
て
い
る
が
。

環
境
課
長
補
佐　

長
寿
命

計
画
を
立
て
て
実
施
し
て

い
る
。�

（
賛
成
多
数
）

幼
稚
園
就
園
奨
励
費
で
予

算
計
上
。

問　

６
月
補
正
予
算
で
は
、

町
長
の
政
策
を
反
映
し
、

い
い
町
づ
く
り
を
実
現
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

町
長　

限
ら
れ
た
財
源
の

中
で
、
着
実
に
公
約
の
実

現
に
邁
進
し
て
い
く
。

問　

公
民
館
施
設
整
備
費

補
助
金
が
、
当
初
予
算
に

計
上
さ
れ
て
い
な
い
が
。

教
育
課
長　

現
在
２
地
区

か
ら
要
望
。
６
月
補
正
予

算
で
計
上
す
る
。

問　

元
金
及
び
利
子
の
件

数
に
つ
い
て
。

財
政
係
課
長
補
佐　

償
還

元
金
の
件
数
は
、
平
成
27

年
度
93
件
。
平
成
28
年
度

は
91
件
利
息
の
件
数
は
、

平
成
27
年
度
１
０
１
件
か

ら
平
成
28
年
度
は
１
０
３

件
。

（
賛
成
多
数
）

特
別
会
計
予
算 

Ｑ
＆
Ａ
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行
政
不
服
審
査
法
の
施
行

に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備

に
関
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

問　

情
報
公
開
条
例
の
手

数
料
を
減
額
し
た
理
由
は
。

総
務
企
画
課
行
政
係
長　

他
市
町
の
状
況
を
勘
案
し

て
減
額
。

問　

①「
不
服
の
申
立
て
」

か
ら
「
審
査
請
求
」
に
文

言
が
変
わ
っ
た
が
。

②
な
ぜ
、
改
正
が
必
要
な

の
か
。

総
務
企
画
課
長　

①
手
続

き
の
内
容
は
変
わ
ら
な
い
。

②
使
い
易
さ
の
向
上
を
図

る
た
め
。（
賛
成
多
数
）

地
方
公
務
員
法
の
一
部
改

正
に
伴
う
関
係
条
例
の
整

備
に
関
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

問　

①
「
水
道
課
」
に
属

す
る
職
員
を
削
除
し
た
理

由
は
。

②
特
殊
勤
務
手
当
の
支
給

状
況
は
。

総
務
企
画
課
長　

①
環
境

課
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当

に
つ
い
て
は
、「
江
北
町

企
業
職
員
の
給
与
の
種
類

及
び
基
準
に
関
す
る
条

例
」
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。

②
環
境
課
の
犬
猫
死
体
処

理
業
務
に
対
し
て
の
み
。

（
賛
成
多
数
）

平
成
27
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算

問 

一
般
管
理
費
の
臨
時

職
員
賃
金
が
、
減
額
と

な
っ
た
理
由
は
。

財
政
係
課
長
補
佐　

道
路

パ
ト
ロ
ー
ル
２
名
、
病
休

代
替
え
１
名
分
の
支
出
で

減
額
。

問　

空
き
家
等
の
適
正
化

管
理
事
業
の
交
付
金
に
つ

い
て
、
今
回
減
額
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
次
年
度
以
降

の
交
付
金
に
影
響
が
な
い

か
。

企
画
係
課
長
補
佐　

佐
賀

県
の
住
宅
計
画
に
提
案
。

影
響
は
な
い
。

問　

ふ
る
さ
と
納
税
の
具

体
的
な
考
え
は
。

総
務
企
画
課
長　
「
ふ
る

さ
と
チ
ョ
イ
ス
」
と
「
さ

と
ふ
る
」
の
２
つ
の
マ
ー

ケ
ッ
ト
が
あ
る
。
慎
重
に

考
え
て
い
る
。

問　

空
家
等
調
査
業
務
委

託
料
に
つ
い
て
。

企
画
係
課
長
補
佐　

民
間

業
者
に
委
託
。
区
長
や
民

生
委
員
な
ど
の
情
報
を
基

に
調
査
を
進
め
て
い
く
。

問　

民
間
業
者
を
選
定
す

る
基
準
は
。

企
画
係
課
長
補
佐　

仕
様

書
を
作
成
、
プ
ロ
ー
ポ
ー

ザ
ル
に
よ
る
選
定
。

問　

①
臨
時
職
員
賃
金

②
工
事
請
負
費　

③
雇
用

奨
励
金
等
に
つ
い
て
詳
し

い
説
明
を
。

企
画
係
課
長
補
佐　

①
は

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
賃

金
。

②
は
、
空
き
家
の
有
効
活

用
を
図
る
た
め
の
改
修
工

事
。

③
は
、
企
業
が
人
材
育
成

を
目
的
と
し
た
研
修
等
に

参
加
す
る
場
合
の
奨
励
金
。

問　

空
き
家
は
、
個
人
の

持
ち
物
で
あ
る
。
税
金
を

投
入
す
る
必
要
が
あ
る
の

か
。

企
画
係
課
長
補
佐　

持
ち

主
に
、
改
修
す
る
条
件
と

し
て
無
償
で
貸
し
て
も
ら

う
。
地
方
創
生
の
一
環
と

し
て
様
々
な
利
用
方
法
を

検
討
し
て
い
く
。

問　

臨
時
福
祉
給
付
金
は
、

当
初
の
二
千
百
四
名
の
方

に
案
内
を
出
し
た
の
か
。

福
祉
課
長　

住
民
税
が
課

税
に
な
ら
れ
る
方
は
対
象

に
な
ら
な
い

問　

杵
藤
地
区
広
域
圏
介

護
保
険
負
担
金
が
減
額
に

な
っ
て
い
る
が
。

福
祉
課
長　

確
定
し
た
金

額
と
の
差
額
を
減
額
し
た
。

問　

児
童
福
祉
総
務
費
の

電
算
セ
ン
タ
ー
社
会
保

障
・
税
番
号
制
度
対
応
シ

ス
テ
ム
改
修
負
担
金
の
増

額
は
。

福
祉
課
長　

改
修
に
係
っ

た
費
用
を
各
市
町
で
案
分
。

負
担
金
額
に
変
動
が
あ
る
。

問　

今
後
、
ト
イ
レ
の
改

修
計
画
は
。

教
育
課
長　

小
学
校
の
大

規
模
改
造
と
改
築
を
併
せ

て
検
討
。

問　

幼
稚
園
を
含
め
て
の

無
償
化
と
い
う
認
識
が
多

い
が
。

こ
ど
も
応
援
課
長　

義
務

教
育
で
あ
る
小
学
校
と
中

学
校
で
あ
れ
ば
平
等
に
な

る
。

平
成
27
年
度
江
北
町
国
民

健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
に
つ
い
て

問　

臨
港
ポ
ン
プ
基
金
か

ら
現
金
を
一
時
的
に
借
入

し
て
い
る
が
。

福
祉
課
長　

１
年
物
の
定

期
か
ら
借
り
入
れ
、
そ
の

定
期
の
利
息
と
同
額
の
利

息
を
付
け
て
戻
し
て
い
る
。

江
北
町
育
英
資
金
貸
付
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

問　

希
望
者
が
少
な
い
よ

う
だ
が
、
告
知
や
周
知
を

も
っ
と
す
べ
き
だ
。
ま
た
、

現
在
の
貸
付
状
況
は
。

教
育
課
長　

昭
和
54
年
か

ら
延
べ
92
名
の
利
用
が

あ
っ
て
い
る
。
大
学
４
年

生
が
１
名
。
他
に
大
学
３

年
生
が
１
名
。
高
校
１
年

生
１
名
。
計
六
十
四
万
八

千
円
の
貸
し
付
け
実
績
。

周
知
方
法
に
つ
い
て
は
、

５
月
の
広
報
誌
に
掲
載
を

予
定
。

江
北
町
家
庭
的
保
育
事
業

等
の
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

問　

保
育
士
不
足
と
の
説

明
だ
が
。

こ
ど
も
応
援
課
長　

不
足

し
て
い
る
。
近
年
は
未
満

児
の
受
入
れ
希
望
が
特
に

増
え
て
い
る
。

問　

資
格
を
持
た
な
い
人

が
研
修
を
受
け
る
こ
と
に

つ
い
て
の
考
え
は
。

こ
ど
も
応
援
課
長　

受
け

皿
が
広
が
る
と
い
う
意
味

で
は
よ
い
と
思
う
。

各
常
任
委
員
会 
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青
年
就
農
給
付
金
事
業
に

つ
い
て

問　

毎
年
度
最
低
一
名
分

は
予
算
計
上
し
て
い
る
の

か
。

産
業
課
長　

当
初
予
算
に

お
い
て
は
四
百
五
十
万
円

を
計
上
。
そ
の
う
ち
三
百

万
円
に
つ
い
て
は
執
行
済

み
。
残
り
百
五
十
万
円
に

つ
い
て
は
平
成
27
年
度
中

に
新
規
の
青
年
就
農
給
付

金
事
業
対
象
者
の
為
、
予

算
計
上
し
た
も
の
。
平
成

28
年
度
当
初
予
算
に
お
い

て
も
予
算
計
上
し
て
い
る
。

問　

親
元
就
農
の
場
合
給

付
金
の
申
請
は
で
き
る
か
。

産
業
課
長　

親
元
就
農
の

場
合
は
、
親
の
経
営
作
目

と
は
別
部
門
の
経
営
を
行

う
こ
と
。
五
年
後
に
は
、

農
地
の
所
有
権
を
取
得
す

る
必
要
が
あ
る
。

問　

こ
れ
ま
で
青
年
就
農

給
付
金
を
受
給
さ
れ
た
方

の
経
営
は
。

産
業
課
長　

１
名
は
新
規

参
入
で
、
現
在
は
３
ヘ
ク

タ
ー
ル
を
超
え
る
経
営
面

積
と
な
り
、
米
・
麦
・
ナ

ス
等
を
作
付
さ
れ
て
い
る
。

２
名
は
親
元
就
農
で
、
ア

ス
パ
ラ
ガ
ス
の
作
付
。

問　

中
途
で
営
農
で
き
な

く
な
っ
た
場
合
、
給
付
金

を
返
還
す
る
の
か
。

産
業
課
長　

給
付
期
間
５

年
間
の
中
で
営
農
で
き
て

い
れ
ば
問
題
な
い
。

問　

給
付
金
を
申
請
す
る

場
合
、
面
積
要
件
は
。

産
業
課
長　

面
積　

要
件

は
な
い
が
、
就
農
５
年
後

に
二
百
五
十
万
以
上
の
所

得
と
な
る
よ
う
営
農
計
画

を
立
て
る
必
要
が
あ
る
。

町
営
住
宅
基
金
条
例
に
つ

い
て

問　

こ
の
条
例
は
、
上
小

田
団
地
、
高
砂
団
地
も
含

め
る
の
か
。
基
金
の
原
資

は
ど
こ
か
ら
持
っ
て
く
る

の
か
。

建
設
課
長
補
佐　

上
小
田

団
地
、
高
砂
団
地
、
上
惣

団
地
の
全
部
。
原
資
は
、

公
営
住
宅
を
建
設
し
た
場

合
、
公
営
住
宅
法
第
17
条

で
は
家
賃
の
補
助
も
行
う

と
規
定
が
あ
る
。
国
の
補

助
が
来
る
の
で
、
基
金
へ

積
立
て
を
す
る
。

問　

上
小
田
団
地
駐
車
場

は
。

建
設
課
長
補
佐　

１
世
帯

で
２
台
駐
車
で
き
る
。

問　

高
砂
団
地
の
早
急
な

改
築
を
。

建
設
課
長　

今
後
町
長
と

時
期
等
を
協
議
す
る
。

　
空
き
家
対
策
に
つ
い
て

問　

管
理
不
完
全
な
空
き

家
等
対
策
事
業
補
助
金
に

つ
い
て
。

建
設
課
長
補
佐　

１
件
当

た
り
五
十
万
円
の
補
助
と

な
る
。
そ
れ
は
解
体
に
要

す
る
も
の
。　

下
水
道
補
助
金
に
つ
い
て

問　

下
水
道
接
続
推
進
費

補
助
金
に
つ
い
て
。

環
境
課
長　

当
初
予
算
で

は
百
件
。
１
件
当
た
り
三

万
円
の
補
助
金
。
今
回
、

３
月
９
日
現
在
で
51
件
の

約
九
十
万
円
の
補
助
を
予

定
。
１
件
当
た
り
平
均
約

一
万
八
千
円
と
な
る
。

一
、
行
政
不
服
審
査
法
の

施
行
に
伴
う
関
係
条
例

の
整
備
に
関
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て　

二
、
地
方
公
務
員
法
の
一

部
改
正
に
伴
う
関
係
条

例
の
整
備
に
関
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

三
、
江
北
町
町
営
住
宅
基

金
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
四
、
江
北
町
議
会
議
員
の

議
員
報
酬
及
び
費
用
弁

償
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

五
、
江
北
町
長
及
び
副
町

長
の
給
与
に
関
す
る
条

例
等
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

六
、
江
北
町
職
員
の
給
与

に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

七
、
江
北
町
育
英
資
金
貸

付
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

八
、
江
北
町
家
庭
的
保
育

事
業
の
設
備
及
び
運
営

に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

一
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
を
国
会

で
批
准
し
な
い
こ
と
を

求
め
る
請
願
。

（
賛
成
少
数
で
不
採
択
）

総
務
常
任
委
員
会

産
業
常
任
委
員
会

条
例
制
定

請

　
　願

発

　
　議

条
例
改
正



議会だより議会だより

江北さん いらっしゃい !!

Ｑ 

江
北
に
来
ら
れ
て
何
年
に

な
り
ま
す
か
？
お
子
さ
ん
は
？

Ａ 

は
い
、
私
嬉
野
出
身
な
ん
で

す
よ
〜
。結
婚
し
て
か
ら
今
年

で
ち
ょ
う
ど
10
年
に
な
り
ま

す
。子
供
は
、
小
学
四
年
生
の
息
子

と
年
長
の
娘
が
い
ま
す
。

Ｑ 

江
北
に
住
ま
れ
た
感
想
は
？

Ａ 
嬉
野
は
盆
地
だ
か
ら
山
々
に
囲

ま
れ
て
自
然
豊
か
な
印
象
で
し

た
。江
北
に
来
た
と
き
も
す
ぐ
近

く
に
山
が
あ
っ
て
懐
か
し
い
感
じ

が
し
ま
し
た
。今
は
職
場
か
ら
山

あ
い
に
満
開
の
桜
が
見
れ
る
ん
で

す
よ
。嬉
野
町
の
町
の
木
は
桜
な

ん
で
す
。（
笑
）
水
田
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
よ
ね
。梅
雨
時
期
の
水

を
張
っ
た
水
田
は
綺
麗
で
す
ね
！ 

Ｑ 

町
へ
の
望
み

Ａ 

は
い
、
町
の
中
心
部
に
大
き
な

公
園
が
あ
っ
た
ら
い
い
で
す
よ

ね
。

    

芝
生
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、
お

年
寄
り
か
ら
子
供
ま
で
の
び
の
び

楽
し
め
る
よ
う
な
公
園
。

　後
は
花
火
大
会
。子
供
達
に
江

北
町
の
花
火
大
会
を
見
せ
て
あ
げ

た
い
で
す
。

　浴
衣
を
着
て
、
金
魚
す
く
い
を

し
た
り
、
綿
菓
子
を
食
べ
た
り
し

て
。

Ｑ 

議
会
に
望
む
事
は
？

Ａ 

難
し
い
で
す
ね…

。笑

    

や
っ
ぱ
り
公
園
が
あ
っ
た
ら…

Ｑ 

子
育
て
に
つ
い
て

Ａ 

町
の
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
は

満
足
し
て
ま
す
。学
校
も
、
セ
ン

タ
ー
も
情
報
を
素
早
く
共
有
で
き

て
い
る
と
思
い
ま
す
。 

今
後
も
、マ

マ
友
達
と
一
緒
に
い
ろ
い
ろ
相
談

し
な
が
ら
子
育
て
頑
張
り
ま
す
。

町
の
中
心
部
に
大
き
な
公
園
が

　
　
　
　あ
っ
た
ら
い
い
で
す
よ
ね
。

嬉野出身
小学4年生、年長、
夫の4人家族

宮田愛子

プロフィール

今
回
の
江
北
さ
ん
い
ら
っ

し
ゃ
い
は
、
宿 

で
ご
家
族

で
美
容
室
を
さ
れ
て
い
る

宮
田
愛
子
さ
ん
に
お
願
い

を
し
ま
し
た
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

～ようこそ我が町へ～

停留所 時刻
1 山口駅前（北口） 12：25
2 江北小学校前 12：29
3 幼児教育センター

イオン江北店
12：30

4
江北町役場前

12：31
5

朝鍋宿
12：36

6
古賀小児科前

12：38
7

小田商店街入口
12：39

8
永林寺保育園前

12：40
9

上小田浄水場
12：41

10
上小田集会所前

12：42
11

仲町
12：43

12
岳

12：44
13

平山
12：45

14
白木パノラマ孔園前

12：46
15

平山
12：50

16
岳

12：54
17

仲町
12：55

18
SUMCO前

12：56
19

日の出町
12：57

20
永林寺保育園前

12：58
21

小田商店街入口
12：59

22
古賀小児科前

13：00
23

朝鍋宿
13：01

24 13：02
25 江北町役場前 13：04
26 江北小学校前 13：07
27 幼児教育センター 13：08
28 イオン江北店 13：09
29 山口駅前（南口） 13：11

⑤上小田線 【12 ： 25 発】
（小学校・イオン経由～白木パノラマ孔園回り）

停留所 時刻
1 山口駅前（北口） 14：25
2 江北小学校前 14：29
3 幼児教育センター 14：30
4 イオン江北店 14：31
5

朝鍋宿
14：36

6
古賀小児科前

14：38
7

小田商店街入口
14：39

8
永林寺保育園前

14：40
9

上小田浄水場
14：41

10
上小田集会所前

14：42
11

仲町
14：43

12
岳

14：44
13

平山
14：45

14
白木パノラマ孔園前

14：46
15

平山
14：50

16
岳

14：54
17

仲町
14：55

18
SUMCO前

14：56
19

日の出町
14：57

20
永林寺保育園前

14：58
21

小田商店街入口
14：59

22
古賀小児科前

15：00
23

朝鍋宿
15：01

24
江北町役場前

15：02

26 15：05
25

山口駅前（北口）
15：04

⑥上小田線 【14 ： 25 発】
（小学校・イオン経由～白木パノラマ孔園回り）

停留所 時刻
1 山口駅前（北口） 7：00
2 江北町役場前 7：01
3 朝鍋宿 7：03
4 土元 7：04
5 門前 7：05
6 花祭 7：08
7 白木パノラマ孔園前 7：15
8 平山 7：19
9 岳 7：20
10 仲町 7：21
11 上小田集会所前 7：22
12 上小田浄水場 7：23
13 永林寺保育園前 7：24
14 小田商店街入口 7：25
15 古賀小児科前 7：26
16 朝鍋宿 7：27
17 江北町役場前 7：29
18 江北小学校前 7：32
19 幼児教育センター 7：33
20 山口駅前（南口） 7：35

①上小田線 【7 ： 00 発】
（花祭～白木経由～小学校回り）

停留所 時刻
1 山口駅前（北口） 8：15
2 江北町役場前 8：16
3 経済連センター前 8：18
4 杵島商校前 8：19
5 観音下 8：20
6 上区 8：22
7 岩屋団地 8：24
8 岳 8：25
9 仲町 8：26
10 SUMCO前 8：27
11 日の出町 8：28
12 永林寺保育園前 8：29
13 小田商店街入口 8：30
14 古賀小児科前 8：31
15 朝鍋宿 8：32
16 江北町役場前 8：34
17 山口駅前（北口） 8：35

②上小田線 【8 ： 15 発】
（観音下～岩屋経由）
②上小田線 【8 ： 15 発】
（観音下～岩屋経由）

※この便は学休日（春・夏・冬休み）
　は運行しません

停留所 時刻
1 山口駅前（北口） 15：25
2 江北小学校前 15：29
3 幼児教育センター 15：30
4 江北町役場前 15：33
5 朝鍋宿 15：35
6 古賀小児科前 15：36
7 小田商店街入口 15：37
8 永林寺保育園前 15：38
9 上小田浄水場 15：39
10 上小田集会所前 15：40
11 仲町 15：41
12 岳 15：42
13 平山 15：43
14 白木パノラマ孔園前 15：47
15 花祭 15：54
16 平山 16：00
17 岳 16：01
18 仲町 16：02
19 SUMCO前 16：03
20 日の出町 16：04
21 永林寺保育園前 16：05
22 小田商店街入口 16：06
23 古賀小児科前 16：07
24 朝鍋宿 16：08

26 山口駅前（北口） 16：11
25 江北町役場前 16：10

⑦上小田線 【15 ： 25 発】
（小学校～花祭経由）

停留所 時刻
1 山口駅前（北口） 16：30
2 江北小学校前
3 幼児教育センター
4 江北町役場前
5 朝鍋宿
6 古賀小児科前
7 小田商店街入口
8 永林寺保育園前
9 上小田浄水場
10 上小田集会所前
11 仲町
12 岳
13 平山
14 白木パノラマ孔園前
15 花祭
16 平山
17 岳
18 仲町
19 SUMCO前
20 日の出町
21 永林寺保育園前
22 小田商店街入口
23 古賀小児科前
24 朝鍋宿

26 山口駅前（北口）
25 江北町役場前

⑧上小田線 【16 ： 30 発】
（小学校～花祭経由）

停留所 時刻
1 山口駅前（北口） 8：52
2 江北町役場前 8：53
3 朝鍋宿 8：55
4 古賀小児科前 8：56
5 小田商店街入口 8：57
6 永林寺保育園前 8：58
7 上小田浄水場 8：59
8 上小田集会所前 9：00
9 仲町 9：01
10 岳 9：02
11 仲町 9：03
12 SUMCO前 9：04
13 日の出町 9：05
14 永林寺保育園前 9：06
15 小田商店街入口 9：07
16 古賀小児科前 9：08
17 朝鍋宿 9：09
18 江北町役場前 9：11
19 江北小学校前 9：13

21 山口駅前（南口） 9：15
20 幼児教育センター 9：14

③上小田線 【8 ： 52 発】
（上小田経由～小学校回り）
③上小田線 【8 ： 52 発】
（上小田経由～小学校回り）

停留所 時刻
1 山口駅前（北口） 11：15
2 江北小学校前 11：19
3 幼児教育センター 11：20
4 江北町役場前 11：23
5 朝鍋宿 11：25
6 古賀小児科前 11：26
7 小田商店街入口 11：27
8 永林寺保育園前 11：28
9 上小田浄水場 11：29
10 上小田集会所前 11：30
11 仲町 11：31
12 岳 11：32
13 仲町 11：33
14 SUMCO前 11：34
15 日の出町 11：35
16 永林寺保育園前 11：36
17 小田商店街入口 11：37
18 古賀小児科前 11：38
19 朝鍋宿 11：39
20 江北町役場前 11：41

22 幼児教育センター 11：45
23 イオン江北店 11：46
24 山口駅前（南口） 11：48

21 江北小学校前 11：44

④上小田線 【11 ： 15 発】
（上小田経由～イオン回り）

（※土曜・日曜／祝祭日は全便運行しません）（※土曜・日曜／祝祭日は全便運行しません）

江北町循環バス運行時刻表 回数券をお求めの方は、バス乗務員に
申し付けください。

小人（24枚綴）2,000円
大人（24枚綴）4,000円

☆70歳以上、身障者は半額。
　70歳以上の方は老人医療受給者証を提示ください。
　身障者の方は身障者手帳を提示ください。
☆３歳未満については保護者同伴でないと乗れません。
☆３歳～就学前幼児は保護者同伴だと幼児１名まで無料。

大人200円
小人100円

料

　金

午
後
の
便

午
前
の
便

午
後
の
便

午
前
の
便

江北町役場前

（中学生以上）

（3歳～小学生）

16：34
16：35
16：38
16：40
16：41
16：42
16：43
16：44
16：45
16：46
16：47
16：48
16：52
16：59
17：05
17：06
17：07
17：08
17：09
17：10
17：11
17：12
17：13
17：15
17：16

④～⑥上小田線の運行を一部変更し、
イオン江北店に停車するようになり
ました。

駅南地区への移動が便利になりました。

24広
報こうほく 議会だより

 

　
こ
の
季
節
は
出
会
い
と
別
れ
の
季
節
。

町
の
行
政
も
新
体
制
が
ス
タ
ー
ト
し
江
北

町
の
発
展
に
期
待
を
寄
せ
る
町
民
の
皆
様

の
郷
土
へ
の
想
い
を
肌
で
感
じ
取
る
事
が

で
き
る
。

　
広
報
の
取
材
中
、
桜
の
写
真
が
欲
し
く

て
、
さ
く
ら
山
遊
歩
道
に
行
っ
た
と
き
の

事
だ
。

　
花
見
客
に
挨
拶
を
交
わ
し
写
真
を
撮
っ

て
い
る
と
、
良
い
話
が
聞
こ
え
て
来
た
。

　「
桜
は
ね
、
つ
ぼ
み
の
時
に
は
、
精
一

杯
天
を
向
い
て
、
そ
の
自
然
の
恵
み
や
恩

恵
を
い
っ
ぱ
い
浴
び
て
、
や
が
て
頭
を
垂

れ
て
、
満
開
の
花
を
咲
か
せ
る
。」

（
成
長
の
と
き
は
、
顔
を
あ
げ
て
、
人
の

話
を
し
っ
か
り
聞
い
て
、
た
く
さ
ん
の
教

え
を
学
び
、
や
が
て
、
謙
虚
に
、
頭
を
垂

れ
て
、
学
ん
だ
も
の
を
差
し
上
げ
る
も
の

な
の
だ
。）

　
見
上
げ
る
と
な
る
ほ
ど
桜
の
花
は
下
を

向
い
て
い
る
。
人
々
に
愛
さ
れ
る
理
由
が

そ
こ
に
あ
る
気
が
し
た
。

　
余
談
だ
が
、
開
花
し
て
い
る
桜
に
は
害

虫
が
つ
か
な
い
そ
う
だ
。
ゆ
え
に
花
見
は

桜
の
木
の
下
か
。

　
我
々
江
北
町
議
会
も
し
っ
か
り
と
顔
を

あ
げ
て
、
皆
様
の
声
を
町
政
に
届
け
、
そ

し
て
謙
虚
な
姿
勢
を
忘
れ
ず
町
の
発
展
に

寄
与
し
て
行
き
た
い
と
改
め
て
思
っ
た
。

 

　
桜
は
開
花
し
た

が
、
ま
だ
花
冷
え

の
日
も
あ
る
。
皆

様
く
れ
ぐ
れ
も
お

身
体
を
大
切
に
。

（
金
丸
）
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集
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記
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金
丸
　
祐
樹



停留所 時刻
1 山口駅前（北口） 12：25
2 江北小学校前 12：29
3 幼児教育センター

イオン江北店
12：30

4
江北町役場前

12：31
5

朝鍋宿
12：36

6
古賀小児科前

12：38
7

小田商店街入口
12：39

8
永林寺保育園前

12：40
9

上小田浄水場
12：41

10
上小田集会所前

12：42
11

仲町
12：43

12
岳

12：44
13

平山
12：45

14
白木パノラマ孔園前

12：46
15

平山
12：50

16
岳

12：54
17

仲町
12：55

18
SUMCO前

12：56
19

日の出町
12：57

20
永林寺保育園前

12：58
21

小田商店街入口
12：59

22
古賀小児科前

13：00
23

朝鍋宿
13：01

24 13：02
25 江北町役場前 13：04
26 江北小学校前 13：07
27 幼児教育センター 13：08
28 イオン江北店 13：09
29 山口駅前（南口） 13：11

⑤上小田線 【12 ： 25 発】
（小学校・イオン経由～白木パノラマ孔園回り）

停留所 時刻
1 山口駅前（北口） 14：25
2 江北小学校前 14：29
3 幼児教育センター 14：30
4 イオン江北店 14：31
5

朝鍋宿
14：36

6
古賀小児科前

14：38
7

小田商店街入口
14：39

8
永林寺保育園前

14：40
9

上小田浄水場
14：41

10
上小田集会所前

14：42
11

仲町
14：43

12
岳

14：44
13

平山
14：45

14
白木パノラマ孔園前

14：46
15

平山
14：50

16
岳

14：54
17

仲町
14：55

18
SUMCO前

14：56
19

日の出町
14：57

20
永林寺保育園前

14：58
21

小田商店街入口
14：59

22
古賀小児科前

15：00
23

朝鍋宿
15：01

24
江北町役場前

15：02

26 15：05
25

山口駅前（北口）
15：04

⑥上小田線 【14 ： 25 発】
（小学校・イオン経由～白木パノラマ孔園回り）

停留所 時刻
1 山口駅前（北口） 7：00
2 江北町役場前 7：01
3 朝鍋宿 7：03
4 土元 7：04
5 門前 7：05
6 花祭 7：08
7 白木パノラマ孔園前 7：15
8 平山 7：19
9 岳 7：20
10 仲町 7：21
11 上小田集会所前 7：22
12 上小田浄水場 7：23
13 永林寺保育園前 7：24
14 小田商店街入口 7：25
15 古賀小児科前 7：26
16 朝鍋宿 7：27
17 江北町役場前 7：29
18 江北小学校前 7：32
19 幼児教育センター 7：33
20 山口駅前（南口） 7：35

①上小田線 【7 ： 00 発】
（花祭～白木経由～小学校回り）

停留所 時刻
1 山口駅前（北口） 8：15
2 江北町役場前 8：16
3 経済連センター前 8：18
4 杵島商校前 8：19
5 観音下 8：20
6 上区 8：22
7 岩屋団地 8：24
8 岳 8：25
9 仲町 8：26
10 SUMCO前 8：27
11 日の出町 8：28
12 永林寺保育園前 8：29
13 小田商店街入口 8：30
14 古賀小児科前 8：31
15 朝鍋宿 8：32
16 江北町役場前 8：34
17 山口駅前（北口） 8：35

②上小田線 【8 ： 15 発】
（観音下～岩屋経由）
②上小田線 【8 ： 15 発】
（観音下～岩屋経由）

※この便は学休日（春・夏・冬休み）
　は運行しません

停留所 時刻
1 山口駅前（北口） 15：25
2 江北小学校前 15：29
3 幼児教育センター 15：30
4 江北町役場前 15：33
5 朝鍋宿 15：35
6 古賀小児科前 15：36
7 小田商店街入口 15：37
8 永林寺保育園前 15：38
9 上小田浄水場 15：39
10 上小田集会所前 15：40
11 仲町 15：41
12 岳 15：42
13 平山 15：43
14 白木パノラマ孔園前 15：47
15 花祭 15：54
16 平山 16：00
17 岳 16：01
18 仲町 16：02
19 SUMCO前 16：03
20 日の出町 16：04
21 永林寺保育園前 16：05
22 小田商店街入口 16：06
23 古賀小児科前 16：07
24 朝鍋宿 16：08

26 山口駅前（北口） 16：11
25 江北町役場前 16：10

⑦上小田線 【15 ： 25 発】
（小学校～花祭経由）

停留所 時刻
1 山口駅前（北口） 16：30
2 江北小学校前
3 幼児教育センター
4 江北町役場前
5 朝鍋宿
6 古賀小児科前
7 小田商店街入口
8 永林寺保育園前
9 上小田浄水場
10 上小田集会所前
11 仲町
12 岳
13 平山
14 白木パノラマ孔園前
15 花祭
16 平山
17 岳
18 仲町
19 SUMCO前
20 日の出町
21 永林寺保育園前
22 小田商店街入口
23 古賀小児科前
24 朝鍋宿

26 山口駅前（北口）
25 江北町役場前

⑧上小田線 【16 ： 30 発】
（小学校～花祭経由）

停留所 時刻
1 山口駅前（北口） 8：52
2 江北町役場前 8：53
3 朝鍋宿 8：55
4 古賀小児科前 8：56
5 小田商店街入口 8：57
6 永林寺保育園前 8：58
7 上小田浄水場 8：59
8 上小田集会所前 9：00
9 仲町 9：01
10 岳 9：02
11 仲町 9：03
12 SUMCO前 9：04
13 日の出町 9：05
14 永林寺保育園前 9：06
15 小田商店街入口 9：07
16 古賀小児科前 9：08
17 朝鍋宿 9：09
18 江北町役場前 9：11
19 江北小学校前 9：13

21 山口駅前（南口） 9：15
20 幼児教育センター 9：14

③上小田線 【8 ： 52 発】
（上小田経由～小学校回り）
③上小田線 【8 ： 52 発】
（上小田経由～小学校回り）

停留所 時刻
1 山口駅前（北口） 11：15
2 江北小学校前 11：19
3 幼児教育センター 11：20
4 江北町役場前 11：23
5 朝鍋宿 11：25
6 古賀小児科前 11：26
7 小田商店街入口 11：27
8 永林寺保育園前 11：28
9 上小田浄水場 11：29
10 上小田集会所前 11：30
11 仲町 11：31
12 岳 11：32
13 仲町 11：33
14 SUMCO前 11：34
15 日の出町 11：35
16 永林寺保育園前 11：36
17 小田商店街入口 11：37
18 古賀小児科前 11：38
19 朝鍋宿 11：39
20 江北町役場前 11：41

22 幼児教育センター 11：45
23 イオン江北店 11：46
24 山口駅前（南口） 11：48

21 江北小学校前 11：44

④上小田線 【11 ： 15 発】
（上小田経由～イオン回り）

（※土曜・日曜／祝祭日は全便運行しません）（※土曜・日曜／祝祭日は全便運行しません）

江北町循環バス運行時刻表 回数券をお求めの方は、バス乗務員に
申し付けください。

小人（24枚綴）2,000円
大人（24枚綴）4,000円

☆70歳以上、身障者は半額。
　70歳以上の方は老人医療受給者証を提示ください。
　身障者の方は身障者手帳を提示ください。
☆３歳未満については保護者同伴でないと乗れません。
☆３歳～就学前幼児は保護者同伴だと幼児１名まで無料。

大人200円
小人100円

料

　金

午
後
の
便

午
前
の
便

午
後
の
便

午
前
の
便

江北町役場前

（中学生以上）

（3歳～小学生）

16：34
16：35
16：38
16：40
16：41
16：42
16：43
16：44
16：45
16：46
16：47
16：48
16：52
16：59
17：05
17：06
17：07
17：08
17：09
17：10
17：11
17：12
17：13
17：15
17：16

④～⑥上小田線の運行を一部変更し、
イオン江北店に停車するようになり
ました。

駅南地区への移動が便利になりました。
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介護保険65歳到達者説明会

　町では、スポーツ大会や文化活動において九州規模又は全国規模の大会へ出場する際、経費の
一部を補助する制度があります。下記のとおり条件がありますので、該当の可否については、下
記の問合せ先にご連絡ください。

町内に在住する
者で、対象大会の
出場選手に登録
されているもの

スポーツ・文化活動におい
て、九州規模又は全国規模
の大会等に参加・出場する
団体及び個人（ただし、中学
生以下に限る。）で、地区予
選会を経て、または、県等の
団体から推薦され、出場資
格を得た者とする。

予算の範囲内で次に定める額とする。
１　旅費（鉄道運賃、船賃、航空運賃、車賃）
２　宿泊費
３　参加費

補助対象経費の３分の１の額とする。

　６５歳になられる方を対象とした介護保険の説明会を、下記のとおり開催し
ます。対象者には通知および資料を送付します。本人が出席できない場合は、家
族の方の出席も可能です。
　また、介護保険について知りたい方など、どなたでも参加いただけます。

江北町スポーツ・文化育成費補助金の交付について

問合せ先：江北町教育委員会　教育課　生涯学習係　０９５２－８６－５６２３

みん
なの あんしん

介護保険介護保険

対象者 対象大会 対象経費および補助額

問合せ先：杵藤地区広域市町村圏組合　介護保険事務所　総務管理課　０９５４－６９－８２２２

27日（金）
10:00

江北町公民館
１階談話室

平成28年５月
29日（金）
10:00

江北町公民館
１階談話室

平成28年７月
28日（金）
10:00

江北町公民館
１階談話室

平成28年10月
27日（金）
10:00

江北町公民館
１階談話室

平成29年１月

※会場については、今後変更になる場合もあります。

有料広告

“高気圧・低気圧酸素ﾙｰﾑ（江北店）特別ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ”実施中
高気圧酸素ﾙｰﾑ（8人用） ・ 低気圧酸素ﾙｰﾑ（20人用）を設置

営業時間（10:00～18:50）： 1回の入室時間（50分）・回数券各種あり
無料体験（3回）、または10回特別券（1,000円【3カ月間有効】）どちらか是非お試し下さい。

お問い合わせ先 ： 株式会社 三根 酸素ﾙｰﾑ江北店(江北町大字惣領分2458)  0952-97-6608

『江北町民の方へお知らせ』 お気軽にお問合せ下さい。

白石警察署からのお知らせ

　この度白石警察署長として赴任して参りました高石と申します。皆様の安全、安心、安全確保に署員一丸
となって精一杯頑張るつもりでおりますので、どうかよろしくお願いします。
　皆様にお願いしたいのは２つです。
　１つ目は、交通事故防止です。　
　ご存じの通り、佐賀県は人口 10 万人当たりの人身事故は全国ワースト 1 位であり、その佐賀県の中でも、
白石警察署管内（江北、白石、大町）は人身事故の市町ランキング（20 市町中）でも上位を占めています。
　管内には、国道 34 号、207 号、444 号の 3 本の国道が通り、通過車両が多く地元以外の人が通行し、慣れ
ない道だから交通事故が発生すると思っておられる方もおられると思いますが、次の表をご覧ください。

　ご覧の通り、同じ町民の方同士が同じ町内で起こした事故が、江北町では 13 件（10.4％）、大町町では 7
件（10.6％）、白石町では 87 件（32.7％）と発生しております。
　この表を 3 町でみると江北町は 30 件、大町町は 18 件、白石町は 103 件と 3 町の町民の方同士による交通
事故は合計 151 件の発生となり、3町の合計した人身事故の 33％を占めます。
　慣れた地元で道路構造、道路環境等どこに路地があってどこにこの道がつながっているかということを知
り尽くした方たち同士の交通事故が発生しております。
　この現象は道路状況を知り尽くしているがゆえに安心、油断をしてしまうことかと思われます。
　ですから、どうか今一度免許証を取るために習ったことを、その時の初心を思い出して交通ルールに乗っ
取った運転をしていただきたいと願っております。
　また、追突事故に遭わない方法として後方からの車に自分の動きを知らせることが大切です。30 メートル
手前、3 秒前からの早めのウィンカー表示、ブレーキを何回か踏み、ブレーキ灯を点滅させるということを
心掛けていただきたいと思っています。
　佐賀県の中心に位置するこの地で交通事故が減れば、県下全域の事故減少につながるはずです。どうかよ
ろしくお願いします。
　お願いしたいもう 1つは「にせ電話詐欺」です。
　お金の話が電話で来るのは、まずあり得ないと思っていただきたいのです。
　皆様、汗水垂らしてしっかり働かれた証がお金です。そのお金に対して電話だけで話をしてくるのは筋道
が通りません。しっかり、顔を相手にさらして頭を下げてこそお金の話をするべきです。
　そのような筋道の通らぬ話を相手にする必要はありません。
　ですから、電話によるお金の話はあり得ないことです。
　もしそのような電話があったら、まず、白石警察署（0952-84-2021）に連絡をしていただくようお願いします。

白石警察署  署長  高石利成

平成27年度中の杵島郡３町の人身事
故および町民の方同士の事故の件数
を示したものです。

平成 27年各町人身事故発生件数

江北町
白石町
大町町
合　計

大町町

江北町

白石町

合　計

７

５

６

１８

１

１３

１６

３０

６

１０

８７

１０３

125
266
66
457

大町町 江北町 白石町
第 1当

第 2当

※1

※2

※1「第 1当事者」…事故の過失が重い方
※2「第 2当事者」…事故の過失が軽い方
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白石警察署からのお知らせ

　この度白石警察署長として赴任して参りました高石と申します。皆様の安全、安心、安全確保に署員一丸
となって精一杯頑張るつもりでおりますので、どうかよろしくお願いします。
　皆様にお願いしたいのは２つです。
　１つ目は、交通事故防止です。　
　ご存じの通り、佐賀県は人口 10 万人当たりの人身事故は全国ワースト 1 位であり、その佐賀県の中でも、
白石警察署管内（江北、白石、大町）は人身事故の市町ランキング（20 市町中）でも上位を占めています。
　管内には、国道 34 号、207 号、444 号の 3 本の国道が通り、通過車両が多く地元以外の人が通行し、慣れ
ない道だから交通事故が発生すると思っておられる方もおられると思いますが、次の表をご覧ください。

　ご覧の通り、同じ町民の方同士が同じ町内で起こした事故が、江北町では 13 件（10.4％）、大町町では 7
件（10.6％）、白石町では 87 件（32.7％）と発生しております。
　この表を 3 町でみると江北町は 30 件、大町町は 18 件、白石町は 103 件と 3 町の町民の方同士による交通
事故は合計 151 件の発生となり、3町の合計した人身事故の 33％を占めます。
　慣れた地元で道路構造、道路環境等どこに路地があってどこにこの道がつながっているかということを知
り尽くした方たち同士の交通事故が発生しております。
　この現象は道路状況を知り尽くしているがゆえに安心、油断をしてしまうことかと思われます。
　ですから、どうか今一度免許証を取るために習ったことを、その時の初心を思い出して交通ルールに乗っ
取った運転をしていただきたいと願っております。
　また、追突事故に遭わない方法として後方からの車に自分の動きを知らせることが大切です。30 メートル
手前、3 秒前からの早めのウィンカー表示、ブレーキを何回か踏み、ブレーキ灯を点滅させるということを
心掛けていただきたいと思っています。
　佐賀県の中心に位置するこの地で交通事故が減れば、県下全域の事故減少につながるはずです。どうかよ
ろしくお願いします。
　お願いしたいもう 1つは「にせ電話詐欺」です。
　お金の話が電話で来るのは、まずあり得ないと思っていただきたいのです。
　皆様、汗水垂らしてしっかり働かれた証がお金です。そのお金に対して電話だけで話をしてくるのは筋道
が通りません。しっかり、顔を相手にさらして頭を下げてこそお金の話をするべきです。
　そのような筋道の通らぬ話を相手にする必要はありません。
　ですから、電話によるお金の話はあり得ないことです。
　もしそのような電話があったら、まず、白石警察署（0952-84-2021）に連絡をしていただくようお願いします。

白石警察署  署長  高石利成

平成27年度中の杵島郡３町の人身事
故および町民の方同士の事故の件数
を示したものです。

平成 27年各町人身事故発生件数

江北町
白石町
大町町
合　計

大町町

江北町

白石町

合　計

７

５

６

１８

１

１３

１６

３０

６

１０

８７

１０３

125
266
66
457

大町町 江北町 白石町
第 1当

第 2当

※1

※2

※1「第 1当事者」…事故の過失が重い方
※2「第 2当事者」…事故の過失が軽い方
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江北町役場職員配置
　平成28年4月1日からの江北町の組織機構です。

古賀ケイ子（議会事務局長）　柴田敏彦（建設課長）
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　４年前に勤務していた中学校の話です。Ａ君は福岡県にある少年院にいて、３月１６
日の卒業式に参加できませんでした。翌週の２２日、院内で中学生の卒業証書授与式が
あり、私は卒業証書を持って保護者、担任と共に参加しました。

　式には北部九州から３０校ほど、佐賀県からも他に３校の参加がありました。知り合
いの校長先生と苦労話を一頻りした頃に、「イッチニッ、イッチニッ」の号令で、卒業
生が入場しました。坊主頭に受刑服。手の甲を上にして腕を肩の高さまで振り上げ、一
糸乱れず歩く、それはまさに「行進」でした。「ここは学校じゃない」　祝福すべき行事
であるはずなのに、それまで和んでいた空気がぴーんと張り詰めました。
　卒業証書授与は呼名をされた生徒が一人ずつ
登壇します。同時にそれぞれの校長が横から登
壇し、自分の生徒に直接卒業証書を読み上げ手
渡しました。そして最後、卒業生全員が登壇し
て音楽を演奏しました。Ａ君はユーフォニューム
を一生懸命に演奏していました。残念なことに
院内は撮影禁止。カメラや携帯は受付で保管箱
に預けていました。仕方なく急いでメモ帳に描
いたのが、右のスケッチです。

　式終了から３０分間、接見が許可されました。彼は立派に更生していて、担任が持参
した卒業アルバムを見ながら、友達や先生のことを懐かしそうに話しました。保護者に
宛てた漢字がたどたどしい手紙を見せながら、院で分数や漢字などを初歩から学び、い
ろいろなことができるようになったことも話してくれました。教官からは「ここ（院）
での苦労は苦労じゃない。外に出るともっと辛い現実がある」と言われたそうです。そ
れから彼は私に「なぜあの時、自分を止めてくれなかったのですか。悪いことを悪いと、
なぜ教えてくれなかったのですか」と問いました。私が「再三止めた。何回も話した。
しかし聞く耳を持たなかった」と答えると、彼は「お願いです。もうこれ以上、こんな
辛い思いをする子を出さないでください」と言い、そして表題の言葉です。
　１５歳の子に何の罪があるのでしょう。彼をこのように作り上げたのは、私達大人で
す。「これは悪いことだ」という善悪の判断や、「もう絶対しない」と反省し心に誓うこ
とを、私達はこれまで、真剣に教えてきたのでしょうか。彼と固く約束をしながら、私
は自問しました。

　子供はよく過ちを犯します。失敗します。しかしそこで十分反省し、そこから学ぶこ
とで成長するものです。過ちや失敗は成長するために必要不可欠なものであり、学校は
問題行動を指導のチャンスと捉えています。ところが近年、問題行動の内容そのものよ
りも、教師の指導のまずさを指摘されることが増えてきました。また十中八九悪いこと
をしていながら、一つの言い分で本人の深い反省につながらないこともありました。
　我が子を思う親の気持ちは痛いほど分かります。が、過ちや失敗はご飯と同じで、噛
まずに飲み込めば体を壊します。学校では、しっかり噛んで栄養にする指導に努めます。
　今後も家庭・地域から学校の指導に、深いご理解とご支援をお願いいたします。

教 育 の
ス ス メ

「どうか、僕で最後にしてください」
江北町立江北小学校　校長　川 﨑  健 二
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８０２０運 動
めざそう！広げよう！むし歯ゼロ！

広報「こうほく」では、３歳児半健診でむし歯ゼロのお子さんを紹介しています。

今回は平成28年４月６日の健診で、むし歯のなかったむし歯ゼロっ子を紹介します！

江口 向日葵ちゃん
（馬場区）

ひ ま わ り

百武 一冴ちゃん
（下分区）

いっさ

武富 優志ちゃん
（祖子分区）

ゆ う し

原口 咲希ちゃん
（上分区）

さ  き

福島 柚希ちゃん
（東分区）

ゆ ず き

藤木 陽叶ちゃん
（宿区）

は る と

遙山 淳仁ちゃん
（石原区）

あつひと

田雑 美咲ちゃん
（上分区）

み さ き

武富 光汰ちゃん
（東区）

こうた

田中 昭伍ちゃん
（下分区）

しょうご

田栗 吾朗ちゃん
（上分区）

ご ろ う

川﨑 瑠心ちゃん
（石原区）

りゅうしん

小林 奏絵ちゃん
（南郷区）

か な え

野中 ひなのちゃん
（上分区）

八藤 悠太ちゃん
（下分区）

ゆうた

田口 英虎ちゃん
（上惣区）

山田 旺志郎ちゃん
（馬場区）

おうじろう ひでとら

川副 叶愛ちゃん
（観音下区）

の  あ

家永　愛琉ちゃん
（上惣区）

あいる

佐々木 翼ちゃん
（東分区）

つばさ

小池 風鈴ちゃん
（宿区）

か り ん

諸岡 心美ちゃん
（宿区）

こ こ み
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ビッキーのビッキーの

森

　
公
益
社
団
法
人
佐
賀
県
社
会
福
祉
会
が
、
全
国
統
一
試
験
に
向
け
て
国
家
資
格

「
保
育
士
」の
受
験
対
策
講
座
を
開
講
し
ま
す
。

■
会
　
場
　
佐
賀
県
社
会
福
祉
会
館
（
佐
賀
市
八
戸
溝
１
丁
目
15
番
３
号
）

■
定
　
員
　
80
名

■
受
講
料
　
２
０
，
０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

　
　
　
　
　※

一
部
受
講
の
方
は
１
科
目
２
，
５
０
０
円

■
日
　
程
　
６
／
５
、
６
／
19
、
７
／
３
、
７
／
17

　
　
　
　
　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

■
申
込
期
限
　
６
月
２
日
（
木
）

■
問
い
合
わ
せ
先
　
公
益
社
団
法
人
佐
賀
県
社
会
福
祉
会
　
０
９
５
２-

３
６-

５
８
３
３

保
育
士
受
験
対
策
講
座
お
知
ら
せ

　
４
月
初
旬
、
桜
山
公
園
で
は
桜
満
開
の
時
を
迎
え
、
沢
山
の
方
々
に
ご

利
用
頂
き
ま
し
た
が
、
街
路
灯
の
故
障
に
よ
り
夜
間
の
花
見
は
困
難
な
状

況
で
し
た
。皆
様
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
し
た
こ
と
を
深

く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
今
後
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う

管
理
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。な
お
、
街
路
灯
は
４
月
中
旬
に
復
旧
い
た

し
ま
し
た
。

　
４
月
14
日
か
ら
熊
本
県
に
か

け
て
平
成
28
年
熊
本
地
震
が
発

生
し
ま
し
た
。

　
震
災
に
よ
っ
て
亡
く
な
ら
れ

た
方
に
は
、
心
か
ら
ご
冥
福
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　
さ
て
、
４
月
17
日
付
け
の
西

日
本
新
聞
に
佐
賀
県
内
に
お
い

て
も
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
7.5
程
度

の
地
震
が
発
生
す
る
可
能
性
が

あ
る
活
断
層
が
あ
る
と
報
道
さ

れ
ま
し
た
。県
地
域
防
災
計
画

で
は
最
大
震
度
７
を
想
定
し
、

最
悪
で
死
者
約
４
３
０
０
人
、

負
傷
者
約
１
６
０
０
０
人
を
予

測
し
て
お
り
ま
す
。

　
江
北
町
で
も
震
度
７
の
地
震

が
予
測
さ
れ
て
お
り
、
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
も
影
響
が
出
る
可
能
性

が
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
も
し
震
災
が

起
き
た
場
合
の
こ
と
を
考
え
、

避
難
所
の
確
認
、
飲
食
品
の
確

保
な
ど
の
確
認
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
今
ま
で
九
州
は
地
震
が
起
き

に
く
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し

た
が
、
今
回
の
熊
本
県
の
地
震

で
九
州
で
も
強
い
地
震
が
あ
る

こ
と
を
実
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
機
会
に
家
族
や
職
場
、
地

域
等
で
地
震
が
起
き
た
場
合
は

ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
を
話
し

合
っ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

【お問い合わせ】
こども応援課 こどもセンター「うるる」

電話 ６５－１２６５　

5月のうるるカレンダー5月のうるるカレンダー

日 月 火 水 金
1
8
15
22
29

2
9

16（読み聞かせ）
23
30

3
10
17
24
31

4
11（長縄跳び）　
18（ママサロン）
25（びっくり箱）

木
5
12
19
26

6（母の日製作）
13（バルーン遊び）
20（玉ねぎ収穫）

27（誕生会）

土
7
14
21
28

7
14
21
28

ぴよぴよルーム 読み聞かせ
うるるんキッズ

うるるんキッズ

ぴよぴよルーム
毎週金曜日（10：15～11：00）　
◎対象：満１歳～未就園児

読み聞かせ
第３月曜日（10：30～11：00）
◎対象：満１歳～未就園児

ママサロン

ママサロン
第３水曜日（10：00～11：30）
◎対象：乳幼児の保護者
　　　　（託児有り）

第2・4水曜日（16：00～17：00）
◎対象：小学１年～６年生

桜
山
公
園
散
策
路
の
街
路
灯
故
障
に
つ
い
て（
お
詫
び
）

　
広
報
紙
４
月
号
表
紙
に
誤
り
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。お
詫
び
し
て
訂
正
い

た
し
ま
す
。

（
誤
）３
月
18
日（
金
）に
中
学
校
で
卒
業
式
が
行
わ
れ
、
92
名
が
卒
業
し
ま

し
た
。

（
正
）３
月
11
日（
金
）に
中
学
校
で
卒
業
式
が
行
わ
れ
、
82
名
が
卒
業
し
ま

し
た
。

広
報
紙
４
月
号
の
お
詫
び
と
訂
正
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いきいき健康カレンダー

※武雄地区休日急患センター
・診察時間：午前9時～午後5時（日曜・祝日）　　小児夜間救急（診療）：午後7時～午後9時（土曜・日曜・祝日）

新着本おすすめ

『ぞうさん』

『ぎょうれつのできるレストラン』

『コんガらガっちぬきあしさしあしすすめ！の本』

『ともだちのつくりかた』

●随時、新しい本が入ってきています。新着本など、本の検索は
ネイブルのホームページからでもできますので、どうぞご利
用ください。

●リクエストも受付けております。お気軽にカウンターまでど
うぞ。

●毎月第３土曜日におはなし会を行っています。
　 次回は5月21日（土）午後２時からです。　　　　　　
●ネイブルからのお願い：本を借りる人は、
　バッグをご持参下さい。

絵　本

『くらべてわけて　
　ならべてみよう！』
国立科学博物館・作

まど  みちお・詩

ふくざわ  ゆみこ・作

ユーフラテス・作

たかい　よしかず・作

他

5月

10火
13金
19木
24火
27金
31火

デイケア　ゆとり
健康相談
2か月児教室
ベビーとママのにこにこ教室
乳児健診
離乳食教室

９:50～10:00
9:30～10:30
9:30～  9:45
9:45～10:00

13:00～13:15
９:45～10:00

10:00～12:00
9:30～11:30
9:45～11:30

10:00～11:00
13:00～15:00
10:00～12:00

町外（歴史探訪）
保健センター
保健センター
保健センター
保健センター
保健センター

事 　 業 　 名 受付時間 時間帯 場　所

『日本全国姉妹都市図鑑　西日本編』

『お金さえあればいい？　子どもと考える経済のはなし』

『動物と話せる少女リリアーネ』

『テオの「ありがとう」ノート』

児童書

『いつでもインコ』
斉藤　洋・作

フレーベル館

浜  矩子・著

タニヤ・シュテーブナー・著

クロディーヌ･ル・グイック＝プリエト・著

『武士の娘　新訳』

『可愛いハンガリー刺しゅう』

『マイホームのお金』

『神様のコドモ』

一般書

『いぬとわたしの　　
防災ハンドブック』

いぬの防災を考える会・著

杉本 鉞子・著

筒井 はるみ・著

丸山 景右・著

山田 悠介・著

図書コーナーより

白石消防署管内　日曜・祭日在宅医当番予定表
月

5

日

1
3
4
5
8
15
22
29

日曜日
憲法記念日・火
みどりの日・水
こどもの日・木

日曜日
日曜日
日曜日
日曜日

0954-65-2046
0952-86-3231
0952-71-3060
0954-65-3129
0952-82-2051
0952-84-6060
0954-65-4100
0952-37-5593

0954-65-2066
0954-65-3129
0952-84-5880
0952-82-3161
0954-65-2059
0954-65-3129
0952-84-3027
0952-86-2070

溝口医院（白石町）
藤崎医院（江北町）
坂本内科医院（大町町）
高島病院（白石町）
戸原内科（大町町）
白石共立病院（白石町）
有島病院（白石町）
かわぞえ内科クリニック（白石）

有島クリニック（白石町）
高島病院（白石町）
藤井整形外科（白石町）
順天堂病院（大町町）
森外科医院（白石町）
高島病院（白石町）
稲富胃腸科外科（白石町）
古賀病院（江北町）

曜日
当番施設名 電話番号 当番施設名 電話番号

内　　　　　科 外　　　　　科
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日 月 火 水 木 金 土

資源物

・高校生ケーキカフェ
 「サノ・ボヌール」

7

8 9 10 11 12 13

54321 6

14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26

6月3日6月2日6月1日 6月4日

27 28

29 30 31

可燃物 可燃物

可燃物 可燃物

容器包装プラスチック

容器包装プラスチック

容器包装プラスチック

可燃物

可燃物

可燃物

可燃物

可燃物

可燃物

容器包装プラスチック

容器包装プラスチック

不燃物

可燃物粗大ごみ

不燃物

可燃物

粗大ごみ 可燃物

粗大ごみ
可燃物

可燃物

不燃物
可燃物

不燃物

可燃物

可燃物

可燃物

可燃物

・心配ごと相談日・日曜役場

・心配ごと相談日
 および行政相談日

・女性のための相談日

・中学校体育大会

・無料法律相談
 （前日までに要予約）

憲法記念日 みどりの日 こどもの日

・消費生活相談

・消費生活相談

・消費生活相談

2016年5月くらしのカレンダー

A地区指定日
新宿、土元、門前、
東分、西分、花祭、
高砂、上惣、宿（バ
イパス南を含む全
地区）

B地区指定日
観音下、石原、新町、
上区、岳、鹿ノ口、白
木、平山、仲町、浪花
町、日ノ出、原宿

C地区指定日
上分、下分、野口、
下惣、馬場、祖子
分、江口、正徳、八
北、八中、八南、東
区、大西、南郷

※5月は、粗大ごみ収集月です。家電
５品目（エアコン・テレビ・冷凍･冷
蔵庫・洗濯機・衣類乾燥機）、パソコ
ンは回収できません。BC地区

共通

リ

★買物には、マイバックを持参しましょう!

N
o.276

編
集

発
行

／
江

北
町

役
場

総
務

企
画

課
　

佐
賀

県
杵

島
郡

江
北

町
大

字
山

口
1651番

地
1

　
　

　
　

　
TEL 0952 -86 -5612  FAX 0952 -86 -2130

5月
号

発
行

日
／

平
成

28年
5月

1日
広
報
こ
う
ほ
く

・生ごみの水分はよく切りましょう。ごみ減量化にご協力お願いします。
・町指定のごみ袋に氏名・区名のご記入をお願いします。　
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